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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
報

本
年
痘
、⑳
ケ
ラ
ブ
賞

松
本

(朝
日
)
、
清

水

賓
京
)
の
両
記
者

に

4
月

19
11
開
催
の
理
事
会
は
、
朝
比
奈
豊
選
疹
委
貝
長
の
答
申
を
受
け
、
07
年
度

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
賞
を
、
朝
日
新
聞
の
松
本
仁

.
編
集
委
員
と
中
日
新
聞
東
京
本
社

〔東
京
新
聞
}
の
清
水
竣
和
論
説
委
員
に
贈
る
こ
と
を
決
定
し
た
、

5
11
24
H
の
総
会

(法
人
代
表
と
役
員
ら
が
出
席

)
で
贈
賞
式
が
行
わ
れ
、叱i
日
、

干
後
5
時

30
分
か
ら
の
会
貝
懇
親
会
で
、
滝
鼻
理
事
長
が
会
貝
の
み
な
さ
ん
に
お
二

人
を
紹
介
し
、
受
賞
を
お
祝

い
す
る
こ
と
に
な
る
.

春
風
胎
蕩

の
ベ
テ
ラ
ン松

本
さ

ん

(64

)

は

ア

フ
リ

カ

・
中

東

問
題

で
多

く

の
優
れ
た

実
績
を
持

つ
ベ
テ

ラ

ン
記
者
。
今

回

は
、

04
年
か
ら

05
年

に

か
け
て
1
部
、

2
部

、

3

部
と

1
3

0

回

に

及
ん
だ

長

期

企

画

「
カ
ラ
シ

ニ
コ
フ
」
で

の
取
材
力
、
表

現
力
、

構
想
力
な
ど

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

連
載
は
、

カ

ラ
シ

ニ
コ
フ
本
人

、
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女
兵
、

ゲ
リ
ラ

に
身
を
投

じ
た
少
年

へ
の

イ

ン
タ

ビ

ュ
ー
な

ど
を
軸

に
、
.平
明
な
筆

で
.再
構

成

さ
れ
た

ル
ポ

で
、
小

型
武
器
拡

散

の
実
態

だ
け
に
と
ど

ま
ら
ず

、
国
家
と

は
何
か

、
そ

の
義

務
と
責

任
と

は
何
か
を

あ
ら
た

め

て
人
々
に
問

い
か
け
た

.

企
.画

の
き

っ
か

け
は
、
夕

刊

に
載

っ
た

A
P

の
次

の
記

事

だ

っ
た
。

「
A

K
47
の

設
計
者

カ

ラ
シ
ニ

コ
フ
氏

(
83
)
が
設
計

し
た
銃

の
展
示
会

が
ド

イ

ツ
の
博
物
館

で

開
か
れ

て

い
る
.

同
氏

は
A

K
47
を

『自

慢

の
作
』
と

し
て
お
り
、

悪
用
さ
れ
た
話

を
耳

に
す

る
た
び

に
胸
を

痛

め

て
い
る
」

(02

・
8

・
5
付

朝
目
新

聞

〉.

屈

.
○

O

I
O

O

一

一

束
京

都

千

代

田

区

内

幸

町

ニ

ノ

「

ノ

.

日

本

プ

レ

ス

セ

ン

タ

ー

ビ

ル

◎

社

団

法

人

H
本

記

者

ク

ラ

ブ

ぼ

6
ド

、≦
署
≦
」
ξ

【・・ミ

冒

本
人
に
会

え

た

ら
、
自
動
小
銃

A
K

17

(通
称

カ

ラ
シ

ニ

コ

フ
〕
を

切
り

ー

こ
し

て

「
国
家
と

武

力
」

の
問
題
を
描
け

る
か

も

し
れ
な

い
と

思

っ
た
と

い
う
.

ロ
シ

ア

へ
飛
ん
で
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
は
そ

の
年

の

H
月
と
翌
年

8
月

の
2
回
.

.
般

の
欧
米

記

者

の
よ
う

に
ス
ト

レ
ー

ト

に
核
心
部
分

を

問

い
つ
め
て
い
く

の
で

な
く
、
生

い
疏

ち

な
ど

の
周
辺
取
材

か
ら

始
め
た
。
そ
れ

が

相
手

の
心
を
開

い
た

よ

う
だ

.

築
地

の
ラ
ウ

ン

ジ

で
、
そ

ん
な
話
を

聞

き
な
が
ら
、
小

柄

な
松
本
さ

ん
に

ふ
く

よ

か
な
春
風
を
感

じ

た
.

「
中

国

」

相

手

の

不

擁

不

屈

清
水
さ
ん

(53
)
は
、
現
場
を
踏

ん
だ
取

材
と
丹
念
な
資
料
収
集
に
基
づ
き

『中
国

農
民
の
反
乱
』
『中
国

「
新
富
人
」
支
配
』

『中

国

が

「
反

日
」
を
捨

て
る

日
』
な
ど

の
著

作
と

紙

面

で
、

先
見
性

を
も

つ

て

「中

国
」
を

報
道

・
論
評
し
た
と

し

て
評
価
さ
れ
た
。

近
所
な

の
で
、
ク
ラ
ブ

の
食
堂
で
話

を

聞

い
た

.
大
学
4
年

の
と
き

〔1
9
7
6

年

】
、

日
准
学
生
訪

中
団

の
副

団
長
と

し

て
中
国

へ

破
格

の
厚
遇

で
各

地
で
熱
烈

歓
迎
さ

れ
、
3
週
間
滞
在
し

て
帰
国
し
た

ら
、
空
港

に
記
者
団
が
待
ち
構
え

て
い
た

第

「
次
天
安
門
事
件

の
取
材
だ

っ
た
、

4
月

5
日
、
滞
在

し
た
北
京
飯
店

で
盛

大

に
歓

送
宴
が
催
さ
れ

た
.
翌
目

「飛
行

機
が
早
く

な

っ
た
」
と
起

こ
さ
れ
、
ま

だ

暗

い
中
を
空
港

へ
は

こ
ば

れ
、
中
国
民
航

機

に
乗
り
込
ん
だ
,宴

の
夜
、
目
と
鼻

の
先

の
天
安
門

で
は
四
人
組

に
反
対
す
る
.不
威

行

動
が
激
し

い
弾

圧
に
あ

っ
て
、
騒
乱

状

態
だ

っ
た

の
だ
。
全
く
気

づ
か
な
か

っ
た
.

人
社

し
て
10
年
あ
ま
り
中

国
か
ら
距
離

を
お

い
た
-
そ

の
あ
と
社

の
留
学
制
度

で

再

び
北
京

へ
.
以
後

は
中
国

一
本
.
タ

フ

な
中

国
が
タ

フ
な
記
者
を

つ
く

っ
た
。

今
度

の
温
家
宝
訪

日
に
も
点
数
が
辛

い
.

紙
面

で
こ
ん
な

こ
と
も
書

い
た
。
記
者
会

見
な
ど
を
行
わ
ず

「
想
定
外
」

の
事
態
を

避

け

て

い
る
か

に
見
え

る

の
は
残
念

だ
。

当
意

即
妙

の
回
答
か
ら
、
垣
間
見
え

る
素

顔

や
肉

声
は
百

の
演
説

に
も

ま
し
て
首
相

へ
の
親

し
み
を
増
す

ー

と
。
賛
成
。

以
上

は
イ
タ
め
し
風

に

い
え

ば
第

.
の

お
皿
.

メ
ー
ン
デ
ィ

ッ
シ

ュ
の

「
受
賞
者

の
弁

」
は

6
月
号
に
掲
載
し
ま
す
.一

〔専
務
理
事

岩
崎

玄
道

)

.:lII
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ス
ラ

ユ
ッ
ト

・
チ

ュ
ラ

ノ
ン

タ

イ

首

相

辮

3
敵

紅
昼
聡

惣

{.ロ川
謙
.委
員

▼
伝

わ

っ
た

民
政

移

管

へ
の
気

迫

「
伝
説

」
に
彩

ら
れ

た
入
物

で
あ
る
「

タ
イ
国
軍

の
高
級

将
校
だ

っ
た
父
親
は

共
産

仁
義

に
傾
倒
し
て
家
族
を
捨

て
、
ゲ

リ
ラ

に
身
を
投
じ
た
、

ス
ラ

ユ
ッ
ト
氏
6

歳

の
時
だ

っ
た
、

長
じ

て
白
身
も

軍
人
と

な
り
、
共
産
ゲ

リ

ラ

の
掃
討
作
戦

に
も
従
事

し
た
.
銃
撃

戦

の
末

、
血
ま
み
れ

の
死
体
を
あ
お
む
け

に
す

る
と
、
敵
兵
は
父
親
だ

っ
た
ー

.

そ
ん
な
悪
夢
を
何
度
も
見
た

、
と
米
誌

に

語

っ
て

い
る

一
.
逆
賊

の
r

弓
は
、
特

殊

戦
司
令
官

、
陸
軍
司
令
官

、
国
軍
最
高
司

ム
ー、
官

ま

で
上
り
詰

め
て

い
く
、

1
9
9
2
年
に
起

き
た
民
セ
化
弾
圧
事

件

で
は
、
指
揮
ド

の
部
隊

が
デ
モ
隊
に
発

砲
、、
多
数

の
死
傷
者
を
出

し
た
こ
と
を

悔

や

み
、
「
軍

は
一
.度

と

政
治

に
関
与

し

て

は
な
ら
な

い
」

を
信
条
と
し
て
き
た
。

退
役
後
は

一
時
、

仏
門

に
入

っ
た
.

筆
者
も
バ

ン

コ
ク
駐

在
中
、

ス
ラ

ユ

ッ

ト
氏
の
篤
実
、

清

廉
な
人
柄
を
何

度
か

耳

に
し
た
,

そ
う
し

た
国

民

の
信
頼
が
あ

っ
て
の

こ
と
と
は

い
え

、

タ
ク
シ
ン
前

首
相

を

追
放
し
た
ク
ー

デ
タ
ー
後
、
暫

定
首

相

と
し
て

「
政
治

関
与
」
の
先
頭

に
た
た

ざ

る
を
得
な

い
現

状

は
、
何
と
も
皮

肉
だ
.,

ス
ラ
ユ
ッ
ト
首

相

は
会
見
で
、

タ

ク
シ

ン
前
首
相

の
権
・刀
乱

用
、
腐
敗

ぶ
り
を
指

弾

し
な
が

ら
、

「
軍

の
介
入
は
公

益

に
か

な

っ
た
も

の
だ

っ
た
」
と
釈
明

に
努

め
た
.

「
暫
定
政
権

は
軍

事
政

権
で
は
な

い

]
と

も
言

い
切

っ
た

前
首
相
の
汚

職
疑
惑
捜
査

は
4
月

に
終

え

る
.
憲
法
改

止

の
是
非
を
問
う
国

民
投

票

を
9
月
末
ま

で

に
行
う

12
月

怖
口
か

23

H
に
総
選
挙

を

実
施
す
る
..
ス
ラ

ユ
ッ

ト
首
相
は
会
見

で
、
民
政
移
管

に
向

け

た

ロ
ー
ド

マ
ッ
プ

に

つ
い
て
気
迫
を

込

め
て

説

明
し
た

.

経
済
政
策

の
混
乱

や
タ
ク
シ

ン
派

の
巻

き
返
し
と

い
っ
た
逆
境
を

は
ね

の
け

て
、

民
主
再
生

の
疏

役

者
と

い
う
新
た
な

伝
説

を
紡
ぎ
出
せ

る

の
か
、
正
念
場

で
あ

る
.

読
売
新
聞
論

説
委
員

大
江

志
伸

、

4

'
9

一月

」
記

者
会
見

司
会

田
崎
史
郎

委
員

菅

義
偉

総
務
相

出
席

男

-

▼
今

後

も

注

目
集

め

る

発

言

と

行
動

昨
年

9
月

の
就
任
以
来

、
新
た
な
地
方

分
権
改

革
推
進
法
案
を
短

期
問

で
取
り
ま

と
め
る
な
ど
行
動
力
を

発
揮

し
、
安
倍
内

閣
で
存
在
感

が
急

ヒ
昇

.
放
送

法

に
基
づ

き
、
短
波

ラ
ジ
オ
国
際
放
送

で
北
朝
鮮
に

よ
る
拉
致

問
題
を

亜
点
的

に
扱
う

よ
う
N

H
K
に
命

じ
る
な
ど
、

通
信

・
放
送
分
野

で
物
議

を
醸
し

て

い
る
、

こ

の
目
も
地
方

分
権
推

進

や
道
州
制

実
現

へ
の
意
欲
と
と

も
に
、
放
送
業
界

へ
の
強
硬
姿

勢
が
目
疏

ち
、
今
後
も
菅
氏

の
発
言

や
行
動
を
注
視

す
る
必

要
が
あ
る

こ
と
を

印
象
付
け
た
.

関
西

テ
レ
ビ

の
情
報
番

組

「
発
掘

-
.あ

る
あ

る
大
事
典

h
」
に
よ

る

デ
ー
タ
捏
造

を
受

け
、
総
務
省

は
放
送
法

改
正
案
に
、

捏
造
番

組

を
流

し
た
放
送
局

へ
の
新
た
な

行
政
処

分
案
を
盛

り
込

ん
だ
.
菅
氏
は
一
放

送
事
業

者

の
自
浄
努
力

は
期

待
し

に
く

い
の
か

な
と

思

っ
た
.、
あ

ま
り

に
国
民

の
信

頼
を

裏
切

り
す
ぎ

て

い
る
L

と
厳

し
く
非
難
.

問
題

発
覚

後

の
日
本
民
間
放

送
連

盟

の
対

応
も

「後

手

に

回

っ
た
」
と
批

判
し
、

処
分
新
設

の
正
当

性

を
主
張
し
た
。

同
時
に

「
政
治
介

人
は
ま

っ
た
く
考

え

て

い
な

い
..
処
分

は
抜
か
ず

の
宝

刀
だ
」

と
語
り
、

B
P
O

(放
送
倫
理

・
番

組
向

上
機
構

)
の
再
発

防
止
策
が
機
能

し

て

い

る
問
は
処
分
発
動

を
凍
結
す
る
と

明
言
,

発
動
は
放
送

局
が
担

造
を
認
め
た
場
合

に

限

る
と
強
調
し
た

、
し
か
し
、
法
案

で

は

発
動
要
件
が
あ

い
ま

い
な
点
な
ど

が
問
題

視
さ
れ
て

い
る
.、
放
送
局
が
信
頼

回
復

に

向

け
、
捏
造
撲
滅

に
努

め
る
と
と
も

に
、

政
府

の
動
き
を
監

視

す
る
こ
と

の
重
.要
性

も
あ
ら
た
め
て
認
識

さ
せ
ら
れ
た

、

北
海
道
夕
.張
市

の
財
政
再
建
団
体
移

行

を
受

け
、
自
治
体

財
政

の
早
期
健
全

化
を

促
進
す
る
法
案
を

当
初
予
定
よ
り
前

倒

し

し

て
今
国
会

に
提
出
す

る
な
ど
、
地
方
自

治

関
連

の
分

野

で
は
菅
氏

の
素
早

い
対
応

が

目
凱

つ
、
「
地

方

分
権
を

し

っ
か
り

と

一
歩
ず

つ
、
着
実

に
進

め

て

い
き
た

い
」
と

の

決
意
を
,小
し
て
お
り

、

国

と
地
方

の
役
割

分
担

見
直

し
が
大
胆

に
進
む

こ
と
を
期
待
し

た

い
,

時
事
通
信
経
済

部

藤
原

秀
行

〔2】
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ヌ

ー

リ

i

・
ア

ル

・
マ

リ

キ

イ

ラ

ク

首

相

▼
重

い
課

題

を

背

負

っ
て

マ
リ
キ
首
柑

は

イ
ラ
ク
で
試

練

の
日

々

を
送

っ
て

い
る
..
首
都
バ
グ
ダ

ッ
ド

で
は

底
無
し

の
治
安

悪
化
が
続
き
、

ブ

ッ
シ

ユ

米
大
統
領

が
威
信
を

か
け

て
発
表

し
た
米

軍
増
派
、

米
軍

・
イ
ラ
ク
治
安
部
隊

に
よ

る
大
規
模

な
掃
討
作
戦

の
成
否
が
、
へ
'
後

の
情
勢
を
左
右

す

る
、

そ
ん
な
中

で

の
初
来

目
。
イ

ラ
ク
戦
争

を
支

持

し
た

「有

志
連

合
」

の
各
国
部
隊

が
次

々
撤

退
す
る
中
、

日
米

同
盟

重
視
の
立
場

か
ら
航
空

自

衛
隊

の
活
動

延
長
を

決

め
、
巨
額

の
円
借
款

を
表
晦
し
た

日
本

が
、

イ

ラ
ク
に
と

り
最
大

の

友
好
国
の

一
つ
で
あ

る

こ
と
は
疑

い
な

い
、

会
見
も

「
日
本
は
常
に
イ

ラ
ク

の
味
方

だ
」
な
ど
と

日
本

へ
の
賛
辞
と
謝
意

に
あ

ふ
れ
た
。

「
マ
ス

コ
ミ
が
悪

い

ニ
ュ
ー

ス

ば

か
り

伝
え

る

の
も
仕

方
な

い
面

が
あ

る

」
「
ど
ん

な
質

問

も
躊
躇
す

る

必
要

は

な

い
」
な
ど
と
余

裕
を
見
せ
た

の
も
H
本

訪
問
中

の
気
安

さ

か
ら
か
.

4

・
10

一
さ

記

κ
会

見

司

会

金

弔

茂

紀

理

雰

通

訳

ア

フ

マ
ド

・
シ

ャ
、
ム

池

川

壌

出

席

71
尺

[
[
立

っ
た
の
は
イ

ラ
ク

の
仁
権
、
L
体

性

を
強

調
し
た

発
、一.口
だ

.
米

軍
を
中
核
と

す

る
多

国
籍
軍

駐
留

に

つ
い
て

「
イ
ラ
ク

政
府

の
承
認

の
ド
で
行

わ
れ

、
国
連
安
保

理
決
議

に
基
づ

い
て

い
る
」
と
指
摘
.
米

軍
撤
退

に
つ
い
て
は

「
[
程
表
は
必
要
な

い
」

コ
イ

ラ
ク
側

が
治

安

維
持

に
責
任

を

持

て
る
よ
う

に
な
る

こ
と

が
条
件

一と
し
、

米

軍
撤
退
を
決

め
る

の
は
イ
ラ
ク
人
だ
と

の
考
え
を
.小
し
た
.

治
安
対
策
も
含

め
、
さ
ま
ざ
ま
な

進

展
を

ア
ピ
ー

ル

し

た
が
、
離
目
後

の
韓
国
滞
在

中
に

は
議
会
内

で
自
爆

テ

ロ
が
発
生
。
会

見

で
の
自
信

に
満

ち

た
発
詫
と
は
裏

腹

に
厳
し

い
現
実

が
浮

き
彫
り

に
な

っ
た
.

会

見
は

フ
セ

イ

ン
政
権

崩
壊
か
ら
4
年

日

の
翌
日
.
独

裁
者

は
去

っ
た
が
、
イ

ラ

ク

人

は

今
も

恐

怖

の
中

で
暮

ら
し

て

い

る
,

国
民
に
安

心
と
安
全
を

与
え
、

】
目

も

早

く
戦

禍

か

ら

の
復

興

を
果

た
す

こ

と
。
マ
リ
キ
首
相

の
背
負

う
課
題
は
重

い
.、

共

同
通
信
外
信

部

島
崎

淳

都
甲

岳
洋

一兀
駐

ロ
シ
ア
大
使

▼
ポ

ス
ト

・
プ

ー
チ

ン

に
も

言

及
久

し

ぶ
り

に
「
ロ
シ

ア

研
究
会

が
始

ま

っ
た
、

1

9
9

1
年

の

ソ
連

崩
壊
前

後

に
は

「
ソ

連

・
ロ
シ

ア
」

研
究
会
が
盛

ん

に
開

か
れ
た
も

の
だ
が
、

そ
の
後
、
途

絶

え

て

い
た
..
マ
ス

コ
ミ
が

「普
通

の
国

一
に

な

り

つ
つ
あ

る

ロ
シ

ア

に
関
心
を
失

っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
今

、
豊
富
な
天
然
資

源
を
武

器
に
、
欧
米

の
警
戒
感

を
よ
そ

に
大
国
を

目
指
し

て
ま

っ
し
ぐ

ら
の
プ
ー
チ

ン
政
権

下
の
ロ
シ

ア
に

、

マ
ス
コ
ミ
は
.再

び
注
H

し
始
め
た
。

や

は
り
、

ロ
シ
ア
は

「
異
質

な
国
」
で
な
け

れ
ば
お
も
し
ろ
く

な

い
と

い
う
こ
と
か
、

研
究
会

の
ト

ッ
プ
バ

ッ
タ
ー
は

、

エ
リ

ツ
ィ
ン
時
代

の

96
年

か
ら
99
年
ま

で

ロ
シ

ア
大
使
を
務

め
た

都

甲
岳
洋
さ
ん
。

ま
ず
、
ソ
連

の
崩
壊
か
ら
新
生

ロ
シ

ア

へ
の
移
行
、
そ

し

て
最
近

の
プ
ー
チ

ン
政

権

の
強
権
化
ま

で

、
大
学

の
講
義

の
よ
う

に
総
括
的
に
説

明

し

て
く
れ
た
..

ー

・
B

λ
収
 
研

究

会

「
ロ

、ン
ア

」

司

会

P

比
q

康

朗

委

員

出

席

89
人

そ

の
上
で
プ

ー
チ

ン
政
権

の
強
権
化

の

背
景

に
は
、
か

つ
て

の
超
大
国

ソ
連

へ
の

憧
憬

が
あ
る
こ
と
、

さ
ら

に
、
そ
の
瞳

憬

の
裏

に
は
西
側
を

潜
在

的
脅
威
と
感
じ

な

が
ら
も
理
想
郷
と

も
考
え

る
国
民
の
複
雑

な
感

情
が
あ
る
と

分
析

さ
れ
た
.

ロ
シ

ア

人

の
心
理
に
精
通

し

て

い
る
都
甲
さ
ん

ら

し

い
見
方
で
あ
る

-

1
時
間
20
分

の

「講

義

」
の
後

の
質
疑

応
答

で
は
、
ポ

ス
ト

・
プ

～
チ
ン
問
題
が

面
白

か

っ
た
。
陛
間

で
は

メ
ド

ベ
ー
ジ

ェ

フ
、

イ
ワ
ノ
ブ
の
両

第

、
副
首
相

の
名

が

取

沙
汰
さ
れ
て

い
る
が
、
都

甲
さ
ん
は
、

プ
ー
チ

ン
の
隠
し
玉

と
し

て
先
H
来
日
し

た

ヤ

ク
ー

ニ
ン

・
ロ
シ

ア
鉄
道
社
長

の
名

を
挙

げ
た
の
だ
.

そ

の
根
拠

に
、
現
在

、
一.一井
物
産
戦
略

研
究
所

の
特
別
顧
問

で
あ

る
都
甲
さ
ん
が

出
席

さ
れ
た
国
際

フ
ォ
ー

ラ
ム
に
ヤ
ク
ー

ニ
ン
が
送
り
込
ま
れ

た

こ
と
を
挙
げ
、
目

的

は
国
際
的
な
人
脈
作

り
だ

ろ
う
と
推
測

さ
れ
た

.

ロ
シ

ア
と

の
極
太

の
パ
イ
プ
を
持

つ
都

甲
さ

ん
か
ら
始
ま

つ
た

シ
リ
ー
ズ
研
究
会

で
、
今
後

の
ロ
シ
ア

へ
の
関
心
が
ま
す
ま

す
高

ま

っ
た
.

N
H
K
解

説
委
員

田
中

和
夫

(3}



2007,5.10No.447

中
西

進

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
館
長

▼
古

代

日
本

の
国

家

形

成

と

日
本

語

大
学

の
教
室
で
聴
く

よ
う

な
地
味
な

テ

ー

マ
な

の
に
出
席
者

は
大
勢

だ
、.
な
ぜ
だ

ろ
う
。

目
本
語
が
歴
史
的

に
大
き
な
変
わ

り
目

に
あ

る
と
見

て
関
心

が
高
ま

っ
て

い

る
た

め

の
よ
う
だ
.,
情
報

機
器

の
発
達

・

普
及

が
も
た
ら
す
イ

ン
パ

ク
ト
や
今
H

の

一.轟
葉

の
乱
れ
が
背
景

に
あ

る
.、

人
は
曲
が
り
角
に
立

つ
時
、
流
れ
を
さ

か

の
ぼ

っ
て
源
流
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
、

い
わ
ば
D
N
A
の
検
証

で
あ

る
.
中
西
氏

の
日
本
語
探
求
は
縄
文
時

代

に
ま

で
さ
か

の
ぼ
る

.
狩
猟
と
採
集

に
生
き
た

こ
の
時

代

、
わ
れ
わ
れ

の
祖
先

が
発

し
た
、=口葉

に
、

ネ

や
チ
な
ど

の

一
音

節
語

が
あ
る
.
後

に

漢
字

で
表

し
、
ネ
は
根

や
嶺
、

チ
は
血

や

乳
等

に
分

化
し
た
も

の
の
、
龍
者

に
は
共

通
し

て

「
堅
牢
で

不
動

の
も

の
」
、
後
者

に
は

「
ふ
し
ぎ
な

活
力
」

に
対
す
る

感
嘆

の
響
き
が
込

め

ら
れ
た
.
縄
文

人

の
息

遣

い
が
残

っ
た

の
だ
。

縄
文
人

の
言
葉

が
現
代

口
本
語
の
奥

底

に
潜

む
と

の
見
方

に
は
反
論
も
あ
る
。

特

に
な

ぜ
か
近
年
、

4

'
16

一月

}
研
究
会

「占
代
目
本
語
と
外
来

文
化

一

司
会

坤
旧
山
迄
委
口

出
席

鴨
人

「
消
滅
す

る
言

語

」
の
研
究

が
盛

ん

で
、
そ

の
ス
ジ
か
ら
、

有
史

以
前

の
日
本
列
島

で

使
わ

れ
た
.言
葉

で

い
ま
生
き
残

っ
て

い
る

も

の
は

一
つ
も

な

い
ー
と

の
説

が
唱
え
ら

れ

て

い
る
。

「
と

ん

で
も
な

い
」

と
中

西

氏
は
言
う
、.「
す

べ
て
消
滅
し
た
だ

っ
て
つ
.

一
語
ず

つ
証
明

し

尽
く
さ

れ
な

い
限

り
、

そ

れ
は
学

説
と

は

言
え
な

い
」.、

こ

の
断

固
た
る
言
辞

に
は

説
得
力
が
あ

っ
た
。

以
L
の
話

は

中
西

レ
ク
チ
ャ
ー

の

い
わ

ば
序
論
に
過
ぎ

な

い
。
本
論
は
縄
文

の
あ

と
有
史
時
代

に

入

っ
て
か
ら
、
稲
作

の
導

人
、
漢
字

の
輸

人

、
国
家

の
形
成
、
文
化

の
創
建
が
進
む

過

程

で
日
本
語
が
姿

を
整

え
洗
練
さ
れ

て

い
く
、
そ

の
全
体

の
変
化

の
絡
み
を
説
く

下
り

で
あ
る
.
そ

の
様
相

は
ド
ラ

マ
に
満

ち
、

エ
キ
サ
イ

テ
ィ
ン
グ

に
も
響

い
た

.
例
え

ば

「
死
ぬ

」
は

「撹

う

〔し
な
う

)
」

に
通
じ

る
、

そ

し

て
そ

れ
は

H
本
語

の
し
な
や
か

さ
を
物
語
る
も

の
だ
、
と

い

っ
た
説
明
、

素
敵

で
あ

る
、.し

か
し
中
西
学
か
ら
序

論

は
は
ず
せ
な

い
、
と
聴

き

終
え
て
思

っ
た
,
中
西

学

の
魅
力

の
源

泉

も

こ
こ
に
あ

る
、
と
、

日
本
経
済
新

聞
出
身

阪

ロ

昭

船
橋

洋

一

朝

日
新
聞

コ
ラ

ム

ニ
ス
ト

▼
北
朝
鮮
-
外
交
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
に
迫
る

「
北

朝

鮮

の
核
開
発
を

6
力
国
協
議

参
加
国
が
ど

う
阻
止
し
、

核
放
棄

に
持

ち
込
む
か
,

日
本
は
朝
鮮

半
島

か
ら

の
安

全
保
障

の
脅
威

に
ど

の
よ

う

な
政
策

を
展
開
す
る

の
か
」

2

0
0
2
年

9
月

の
小
泉

純

.
郎
百
相

の
訪
朝

、
そ
れ

に
続
く
第

2
次
朝

鮮
半
島

の
核
危

機
を
め

ぐ
り

日
本
、
米
国
、
中
国
、

ロ
シ

ア
、
韓
国

、
そ
し

て
北
朝
鮮
が
展
開

す

る
外
交

に
数

多
く

の
「
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
」

を
抱
き

、
そ
の
真
相

に
迫

っ
た
、
小
泉
首

相
を

は
じ
め
口
米
中
韓

な
ど
多

数
の
当
事

者
と

の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
を
織
り
交
ぜ
て
多

角
的

に
再
現
し

て

い
く

。
著
書

の
巻
末

に

は
約

1
6
0
人

に
ト

る
イ

ン
タ
ビ

ユ
ー
リ

ス
ト

が
掲
載
さ

れ

て
い
る
。

執
筆

の
き

っ
か
け
は
小
泉

訪
朝
だ

っ
た

と

い
う

.
「
こ
れ

ほ
ど

鮮

や
か

な
自
主

的

独
自
外

交
は
戦
後

で
は
異
例
」
と
評
価
す

る
.、
だ
が
小
泉
首
相

は
そ
れ
ま

で
北
朝
鮮

に
関

心

を

ほ
と

ん

ど
.不
し

て

い
な

か

っ

4

・
23

〔月

、.
著

者

と

祖
開
る

「
ザ

・
ベ

ニ
ン

シ

」

ラ

.
ク

エ

ス
チ

ョ
ン
一

司

会

橋

本

五

郎

委
員

歯

席

鵬

人

た
。
「
そ
ん
な

人

が

な
ぜ
動

い
た

の

か
。

目
朝
国
交
正
常

化
を
米
国
は
許
す

の
か
,

調

べ
れ
ば
調

べ
る

ほ
ど
疑
問
だ
ら
け

だ

つ

た

」
.
「正
常
化

で
北
朝
鮮

の
体
制
安

定
を

図
り
、
南
北
統

一
を

阻
も
う
と
し
た

の
で

は
な

い
か
」
と

の
見
方
を
示
す

、

第
2
次
核
危
機

を
も

た
ら
し
た
北
朝

鮮

の
ウ
ラ
ン
濃

縮
開
発
問
題

で
は

「
な

ぜ
北

朝
鮮
が
開
発

を
進

め
た

の
か
、
ブ

ッ
シ

ュ

政
権

内

の
ネ

オ

コ

ン
派
が
あ

お

っ
た

の

か
」
..
結
論

と
し

て
北
朝
鮮
が
秘

密

裏

に

ウ
ラ
ン
濃
縮
開
発

を
計
画
し
た

の
は
問
違

い
な

い
が
、
米

国
は
計
画
を
過
大

評
価

し

た
と

み
る
、、、

ウ
ラ
ン
濃
縮

開
発

の
理
由
は
分

か
ら
な

い
と
し
な
が
ら
も
、
米
政
府

に
よ
る
北
朝
鮮

崩
壊

の
意
図

や
北
朝
鮮

の
食
糧

難

に
よ
る

体
制
危
機
な
ど
の
シ
ナ
リ
オ
を
あ
げ

る
。
だ

が
北
朝
鮮
が
核

開
発

に
踏

み
切

っ
た

の
は

冷
戦

崩
壊
前

の
1
9
6
3
年
だ

っ
た

こ
と

を
指
摘
し

「
ま
だ
ま
だ
闇
の
中
に
あ

る
」
.、

口
本
外
交

に

つ
い
て
は
、
拉
致

問
題
を

め
ぐ
る
視
点

で

の
中
韓
な
ど
近
隣

諸
国

と

の
大
き
な
ギ

ャ

ッ
プ

が
生
ま
れ
、
米
国

側

に
も
安
倍
政
権

を
見
極
め
よ
う
と

い
う

雰

囲
気
が
あ
り

「
こ
の
ま
ま

で
は
目
本

は
孤

立
す

る
」
と
懸

念

を
示
し
た
.

共
同
通
信
論
説
委

貝

安
尾

芳
典

(4:】
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口
i
レ
ン
ス

・
レ
ペ
タ

大
宮
法
科
大
学
院

大
教
授

▼
権
力
と
対
立
し
て
で
も
信
念
を

企

画

の
段
階
か
ら
、
か
か

わ

っ
た

の

で
舞

台

裏

を

少
.

し
、
報
告

し
た

い

.

ア
メ
リ
カ
人

の
も

の
の
見

方
、
考
え
方
、

ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
と

い

っ
た
文
化

・

価

値

観

を

探

ろ
う
と

い
う

「
ア
メ
リ

カ

の
底
流
」

研
究

会

.
今
度

は

一
法
律

」
を
切

り

口
に
、
と

考
え
、

[
米

の
法
曹

に
詳

し

い
レ
ベ
タ
さ

ん
が

思

い
浮

か

ん
だ
、
昨

年

出

版
し
た

U闇
を
撃

つ
』

〔口
本
評
論
社

)

で
は
、
イ

ラ
ク
戦
争

を

め
ぐ
り
法
律
を
駆
使

し
て
政

府
と
闘
う

ア
メ
リ
カ
市

民
15
人

に
イ
ン
タ

ビ

ユ
ー
し

て
い
る
.
2
月
15
目
、

メ
ー
ル

で
講
師
を

お
願

い
し
た
一
訴

訟
社
会
や
内

部
告
発
な

ど
法
と
文
化

の
話

題
が

こ
ち
ら

の
当
初

の
想
定

だ

っ
た
、.

快
諾

の
返
事

が
来

て
、
3
月

20
H
、
事

務

局
も

交

え

て
ク

ラ
ブ

で
打

ち

合

わ
せ

た
。
「
ブ

ッ
シ

ュ
大
統
領

の
イ

ラ
ク
戦
争

政
策
に
抵
抗

し
た
個
人
3
人
を
と
り
あ
げ

た

い
」
と

レ

ペ
タ
さ
ん
、.
ニ

ュ
ー

ス
に
も

連
動
す

る
し
、
戦
争
支
持

か
ら
反
対
に
揺

れ
た
ア
メ
リ
カ
社
会

の
変
化

を
象
徴
す
る

話

で
も
あ
り
、

お
も
し
ろ
そ
う

だ
、

ス
ビ

1
・
35

.水

一
研

究

会

ア
メ

ーー
カ

の
底

流

5

d

会

中

11

良

則
委
,]

通

訳

池

川
薫

出

粘

訓

人

ー

チ
は
目
本
語

で
行

い
、
質
問
に
は
英

語

で
返
事
す
る
方
式
も
決

め
た
.

ス
ピ

ー

チ
の
英
語
原
槁

は

事
務

局

で
翻
訳
し
て

い
た
だ

い
た

.
・刀
を
入
れ
て
書

い
て

い
る

の
で
、
思

っ
た
よ
り
時

間
が

か

か
る
.

ー
カ
月
に
わ

た

り

1
本
ま
た

1
本
と
五
月

雨

式

に

メ
ー
ル
で
届

い
た

.

レ

ペ
タ
さ

ん
ぱ

目
乍
 渚
沢

わ

ス
ピ

ー
チ
を
、
自

宅

で
奥
様
相
ト

に
練

習

し
、
本
番
前
夜
ま

で
表

現
を
ア
直
し
し

た

ら

し

い
。

と

り
あ
げ
た

の
は

、

L
令
状
な
し
盗
聴

に
違
憲
判
決
を

出
し

た

黒
入
女
性

の
ア
ン

ナ

・
デ
ィ
グ
ス

・
テ
イ

ラ
ー
判
事

著
違

法

な

戦
争
だ
と
し

て
イ

ラ
ク
戦
争
出
征
を
拒

否

し
た
日
系
人

の
ア
ー

レ
ン

・
ワ
タ
ダ
鞄

尉
③
息

f
が
イ

ラ
ク

で
戦
死
し
反
戦
運
動

の
シ

ン
ボ
ル
と

な

っ
た

シ
ン
デ
ィ

・
シ

ー

ア
ン
さ
ん
.
ク

ラ
ブ

の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト

で

ス
ピ

ー
チ
は
読

め
る
。

入
念
な
準
備

の
お

か
げ

で
、
権
力
と

対

立

し

て
で
も
臼

分

の
信

念
を
社
会

に
表

明

す

る
個
人
主
義

と

ア
メ

リ
カ
社
会

の
奥

深

さ

を
考
え
る
機

会

と
な

っ
た
、

毎

日
新
聞
論

.説
副
委
員

長
中
井

良

則

山
崎

正
和

中
央
教
育
審
議
会
会
長

▼

.
読

み

書

き

そ
ろ
ば

ん

”

に
順
法

「
中
央

教

育

審
議
会
会
長

と

し

て

の
抱

負
を
聞
き

た

い
人

に
は
幻
滅

し

て
も
ら
う

し
か
な

い
」

冒

頭

に

こ
う

宣

一、口
し
た
も

の

の
、
「鯛

人

の
意

見
」

と

し

て
展
開
し
た
教
育
論
は

刺
激

に
満
ち

て

い
た
.

政

府

の
教

育

再
生
会

議

が

教

科

へ
の

、
格
ヒ
げ

」
を
検

討

し
て
い
る
「道

徳
教
育
」

に

つ
い
て
は

「
現
在

の
学
校
制

度

の
も
と

で
、
倫
理
教

育

を

や
る
こ
と

は
無
理
だ
と

思

っ
て

い
る
,

例
え
ば
人

の
も

の
を
盗
ん

で
は
な
ら
な

い
、
暴
力
を

ふ
る

っ
て
は
な

ら
な

い
一、女

性
を

差

別
し
て
は
な

ら
な

い
.、

こ
う

い
う

事
柄

に
関

し

て
は
、

共

通

の
認

識

で
教
え

ら
れ
る
が
、

本
当

に
、

倫

理
の
根

底

に
届
く

よ
う
な
事

柄

と

い
う

の
は
、
実

は
学

校
制

4
・
讐

杢

響

会
見

剛
会

菅
沼

幣
墓

員

騰

65
人

度

に
な
じ
ま
な

い
」
と

バ

ッ
サ
リ
.
妊

娠

中
絶

を
例
に

「
学
校

で
教

え
ら
れ

る
よ

う

な
、
簡
単
な

こ
と

で
は
な

い

一
と
指
摘

し

た
.、質

疑

で
は

「現
在

の
道
徳
教
育
も

い
ら

な

い
と
思
う
」
と
発

....口

さ
ら
に

「
あ
ま

り

に
過
激
な
ん
で
、
反
応
が
恐
ろ
し

い
」

と

前

揖
き
し
、
「
歴
史

教

育
も

や
め

る

べ

き
だ

と
思
う
」
と
も
語

っ
た

理
山

は
単
純
明
快

「
我

が
国

の
歴

史

が

か
く
か
く

し
か

じ

か

の
も

の
で
あ

っ
た
と

い
う

こ
と
を
、

珂

家

が

決
定
す

る

の
は

問
違

い
だ
」

教

育

の
現
場

に
政
治
を
持

ち
込
む

こ
と

へ
の
反

対

か
ら
だ
.

も
ち

ろ
ん
、
歴
史

に
対
す

る
関
心

の
重

要
性

は
否
定
せ
ず
、
同

じ
事
象
を
採
り
あ

げ
な
が

ら
、
見
解

が
対
立
す

る
2
冊

の
歴

史

小
説
を
生
徒
に
読

ま
せ
、
自
ら
調

べ
る

こ
と
を
促
す
こ
と
を
提

唱
し
た
。

会

見

の
最
後

に
は
.再
び
、
中
教

審
会
長

と

し
て
は
、
こ
う

い
う

発
2
口
は
し

な

い
と

念
を

押
し
た
,
し
か
し

、
こ

の
人

が
ト

ッ

プ

に

い
る
限
り
、
中
教
審

か
ら
は
目
を

離

せ
そ
う

に
な

い
。

朝

[
新
聞
社
会

グ

ル
ー
プ

中
井

大
助

1.5
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天
衣
無
縫
の
政
治
家

中
村
梅
吉
氏
と
お
粥
の
味

白

民
党
に
昔
、
中
村

梅
吉
と

い
う
代
議

士
が

い
た
。
資
料

に
よ

る
と
、
1
9
0
1

年
生
ま

れ
、
三
木
武

吉
法
律
事
務
所

で
弁

護
十
生
活
を
始
め
た
が
、

三
木

の
薦
め

で

28
年

に
東
京
府
会

議
員

と
な
り
、
36
年
衆

議
院

に
初
当
選
、
以
来

76
年

の
政
界
引
退

ま

で

の
間
に
、
法
務

、
建
設
、
文
部
な
ど

の
・E
要
閣
僚
を
歴
任

し
た
ほ
か
、
衆
院
議

長

ま

で
務
め
た
大
物

代
議
十

で
あ
る
。

終
戦
後
は

.
時
公

職
追
放

の
憂
き

目
に

も
遭

っ
た
が
、
そ

の
後

復
活
、
「反
古

田
」

の
急

先
鋒

で
、
河
野

一
郎
な
ど
と
H
本
白

由
党

を

つ
く
り
、

さ
ら
に
H
本
民
主
党
を

結
成

、
幹
部

に
お

さ
ま

っ
て
い
る
、.

保
守
含
同
後
は

河
野
派

(春
秋
会

〕
に

所

属
し
た
.
生
粋

の
党
人
派

の
こ
の
人

の

軌
跡
を
見
る
と
、
華

々
し

い
と
、=U
つ
よ
hリ
、

荒

々
し

い
と
..占
っ
た
方
が

い
い
よ
う

な
感

じ
だ
..

し
か
し
、
直
接

会

っ
て
み
る
と
そ
ん
な

田
村

哲
夫

荒

々
し
さ
な
ど

少
し
も
感
じ
さ

せ
な
か

っ

た
。
駆
け
出

し

の
私

が
最
初

に
会

っ
た
の

は
、
佐
藤
内
閣

の
終
わ
り
頃
だ

っ
た
と
思

う
.
河
野

の
死

で
春
秋
会
が
中

曽
根
派
と

園
田
派

に
分

裂

、
中
曽
根
派
所

属
と
な

っ

た
が
、
中
曽

根

会
長
よ
り

17
歳

も
年
L
の

大
幹
部
。

す

で

に
60
代
半

ば

で

「中
曽
根

君
を

総

理

に
す

る

の
が
最

後

の
ご
奉

公

だ
」
が

[
癖
だ

っ
た
.

ご
ま
塩
頭

の
色
白

の
巨
漢

で
、
澄
ん
だ

よ
う

な
、
し
わ

が
れ
た
よ
う
な

声
を
出
す
、

温
厚

で

い
て
豪

放

編
落
な
人

物
,
話
を
聞

く
と
、
酸

い
も

甘

い
も
、
人

の
心

の
表
も

裏
も
知
り

つ
く

し

て
い
る
よ
う
な
感
じ

の

人
柄
で
、
苦
労

し
て
た
た
き

ヒ

げ
た
大
工

の
棟
梁
か
ヤ

ク

ザ
の
大
親
分

か
、
と

い
っ

た
印
象
だ

っ
た

一、

目
白
通
り

に

面
し
た
大
き
な

屋
敷
が
自

宅
.
繁
茂
し

た

庭
木

の
間

に
住

宅
と
選
挙

事
務
所
が
隠

れ

る
よ
う

に
し
て
立
ち
並

ん

で

い
た
が
、
立
ち

働

く
人
は

い
た

っ

て
少
な
く
、
夜

回

り

に
行

っ
て
も

、

帰
宅
を
確
認
す

る

の
に
ま
ず
苦
労

す

る
よ
う
な
と

こ
ろ

だ

っ
た
。
そ
れ

で

も
帰
宅
し
て

い
れ

ば
必
ず
会

っ
て
く

れ
る
し
、
政
局

動

向

に
関

し
て
は
、
派
内

だ

け
で
な
く
他

派

の
動
向

ま
で
、
知

っ
て

い
る

こ
と
は
何

で

も

つ

つ
み
隠
さ
ず
話

し

て
く
れ
る
の
で
派

閥
記

者

に
は
有
難

い
取

材
先
だ

っ
た
.、

衆

院
議
長
に
就

任
し
た

の
が
72
年
暮
れ
、

第

.
次

田
中
内

閣

の
改

造
期
だ

っ
た

、
議

長

に
な
る
と
普

通
は
派

閥
記
者
に
は
た

い

し
た

取
材
先
で
な
く

な

る
、.
政
局
の
動
向

に
直

接
絡
む
よ
う
な

立
場

で
も
な
く
な
る

し
、

仮
に
機
微

に
触

れ

る
よ
う
な
情
報
を

知

っ
て
も
簡
堕

に
は
漏

ら
す
よ
う
な

こ
と

は

し
な
く
な
る

か
ら
だ

、、
自
ず
と
記
者

の

足

は
遠

の
く
。
私
も

例

外

で
は
な
か

っ
た
.

◇

翌
73
年
5
月

、
第

71
特

別
国
会
が
会

期

延
長

の
自
民
党

単
独

採
決

な
ど
で
も

め
、

野

党

の
審
議
拒

否

が
始

ま

っ
た
。
事
態

打

開

の
た
め
与
野
党

間

に
割

っ
て
人

っ
た
議

長

は
持
ち
前

の
調

整
力

で
双
方
の
妥

協
点

を
見

つ
け
、
最

終
的
に

「
議
長
と

し

て
は

も
う
単
独
採

決
は
し
な

い
。
委
員

会
も
そ

う
し
な

い
よ

う
努
力
す
る
」
と

い
う

一
札

を
作

っ
て
双

方

に
見
せ
、歩

み
寄

ら

せ
、
よ

う

や
く
月
末

の
29
日
審
議
再
開
と

い
う
線

で
与
野
党
合

意

が
成
立
し
た
.
議

長

の
手

柄
で
あ
る
。
我

々
記
者
も
、
あ

の
人

柄
だ
か

ら
ま
と
ま

っ
た

の
だ
ろ
う
、
と
評
価

し
た
。

と
こ
ろ

が
、

こ
れ

に
ほ

っ
と
安

心
し
た

の
か
、
た
ま

た
ま
開
か
れ
た
前

任
議
長

の

叙
勲
祝

い
の
席

で
、
国
会
の
収

拾
劇
を
説

明
し
な
が

ら

「
野
党
を
ご
ま
か
し

て
お

い

た

 
と
喋

っ
て
し
ま

っ
た
。
本
人

に
し
て

み
れ
ば
本

当

の
こ
と
を
分
か
り

や
す
く
.育

っ
た

つ
も
り

だ

っ
た
.

と

い
う

の
も
、
委
員
会

の
採

決

に
は
議

長
が
口
出

し
な
ど

で
き
な

い
が
、
野
党
が

委
員

会
単

独

採

決
も

す
る

な

と

言
う

の

で
、
努
力

す

る
と
言
う
言
葉

で
そ

の
場
を

や

っ
と

収
め

た
、
と

い
う
経
緯

を

説
明
し

よ
う

と
し

て
、
「
ご
ま
か
し

た

」
と

い
う

表
現
を
用

い
た
だ
け

の
つ
も
り

だ

っ
た
か

ら
だ
。

だ
か
ら

野
党

が
こ
の

一
言

を
捉
え

て
、

議
会
無
視

だ
、

辞
任
し
ろ
、
と
要
求
し
始

め
た

の
に
最
初

は
面
食
ら

っ
た

,
議
長
公

邸

で
の
釈

明
会

見
で
も

「
ど
う

い
う
.=肖
葉

の
ア
ヤ
で

(野
党
に
)
捕
ま

っ
た
か
よ
く

分

か
ら
な

い
よ
」
と
し
き
り

に
戸
惑

っ
て

い
る
。
気
持
ち

に
嘘
は
な
か

っ
た
は
ず
だ
、

し
か
し
、
雲

行
き
は
怪
し
く
な

り
、
せ

っ

(6〕
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か
く

つ
く

っ
た
審
議

再
開
の
合
意

も
事

実

ヒ
白
紙
状
態

に
戻

っ
て
し
ま

っ
た
。
押

さ

れ
気
味

の
与
党
内

か

ら
も
辞
任

に
よ
る
事

態
打
開
止
む
無

し
と

い
う
声
が
出
始
め
た
。

◇

私
も

再
び

目

白

へ
の
夜

回
り

を

始

め

た
。
ど
の
時
点

で
辞
任
す
る
か
が
当

面

の

政
局

の
焦
点

に
な

っ
て
き
た
か
ら
だ
。

28

日
に
は
訪
H
中

の
英

国
下
院

ロ
イ
ド
議
長

の
歓
迎
行
事

が
あ

る
か
ら
辞
任
は
難

し

い

だ

ろ
う
、
と
す

る
と
、

28
H
遅
く

か
29
日

早
く
と

い
う
時
点

が
辞
任
時
期
だ

ろ
う

、

と
見

通
し
を
立

て
、
27
日

の
口
曜
目
夜

、

家

へ
押
し
か
け
た

。
か
な
り
遅

い
時
間

に

な

っ
た
が
待

っ
て

い
て
よ
う
や
く
本

人

に

会
え
た
,

率
直

に
、
辞
任

し
か
収
拾

の
道
は
な

い

よ
う

に
見
え
る
が

、
な
ど
と
生
意

気
な

口

を
利

い
て
考
え

を
尋

ね
る
と

「
ウ

ン
、
明

臼

の
夕
方
公
式
行

事

が
終
わ

っ
た

ら
辞

め

る
よ
。
角
さ
ん

に
も
、
中
曽
根
君

に
も
話

し
た
よ
」
と
実

に
あ

っ
さ
り
言
う
。

こ
こ
ま

で
聞
き
出

せ
ば
も
う

「今

夕
辞

任
」
と
朝
刊

に
確

報

を
打
て
る
.
急

い
で

帰

ろ
う
と
立
ち

上
が

る
と

「
イ
ギ

リ

ス
の

議
長
も

い
る
か

ら
朝

刊

に
は
書
か
な

い
で

く
れ
。
夕
刊
な
ら

い

い
よ
」
の

;
口
。

せ

っ
か
く

の
特

ダ
ネ
な

の
に
、
オ

フ
レ

コ
と

は
残
念
、
と

は
思
う

が
、
こ
こ
ま

で
あ

っ

け

ら
か
ん
と
事
情

説
明

さ
れ
る
と
反
論

も

出
来

な

い
、
相

手
の
立
場

や
こ
れ
か
ら
の

関
係
を
考

え
れ

ば
、
聞
か
な

か

っ
た
ふ
り

を

し

て
書

き
得

を
決
め
込
む
わ

け
に
も

い

か
な

い
。

社

に
戻
り

、
朝
刊
最
終
版

を
ど
う

い
う

原
稿

に
し
よ
う

か
散

々
悩

ん
だ
末
、
「
辞
任

必

至

の
情

勢

今

日
最
終
決

断
」
と
約
束

ギ

リ
ギ

リ

セ
ー

フ
の
原
稿

に
し
た
.
次

の

夕
刊

な
ら
書

い
て

い
い
と

い
わ
れ

て
い
る

か
ら
、
早
版

用

に
コ
今
夕
辞

任

」
と
白
信

に

満
ち

た
原
稿
を

書
き
置

い
て
、
帰
宅
し
た

、

し

か
し
、

や
は
り
心
配

で
早
朝

、
他
紙

を
見

る
と
某
紙

は

「辞
任
を
決
意

今
夕

発
表

」
と
断
定

報
道
し

て

い
る
で
は
な

い

か
.昨
夜

の
夜
回

り
は
単
独

だ

っ
た

の
に
、

と

や
り

き
れ
な

い
気
持
ち

で
早
速
ま
た
家

ま

で
押

し
か
け

「
ひ
ど

い
じ

ゃ
な

い
で
す

か
、
私

に
は
書
く

な
と
,両
っ
て
お

い
て
」

と
愚
痴

を

い
う
と

「
そ
う

い
え
ば
君

の
帰

っ
た
後
、

ど

っ
か

の
祉
か
ら
.電
話

が
あ

つ

て
、
君

に
話
し
た

の
と
同
じ

こ
と

を

.面
っ

た
な
。
し

か
し
、
書
く
な
、
と

い
う

の
を

言

い
忘

れ

た
の
か
も
し
れ
な

い
な
」
と
平

気

な
も

の
。

「
ひ
ど

い
で
す

よ
先
生
、

約
束

守

っ
た

方
は
ど
う

な
る
ん

で
す

か
」
と

め
め
し
く
、

文
句
を
重
ね

る
と

「
い
や
す
ま
な

か

っ
た
。

朝

飯

で
も
食

っ
て

い
け
よ
」
と
ひ酉
い
な
が

ら
、
よ
く
煮
え
た

お
粥
と
梅

.十
を
出
し
て

く

れ
た

の
で
、

一
緒
に
食

べ
た
。

す

る
と
、

田
舎

の
親
父
と
ぎ

こ
ち
な

い

気
持
ち

で

一
緒

に
食
事

し
て
い
る
よ
う

な

感

じ

に
な

っ
て
き

て
、
抜
か
れ
た
嫌
な
気

分
も
少
し
ず

つ
収
ま

っ
て
く
る
.
帰

り

の

車

の
中

で
は

「
そ
う
か
、

こ
う

い
う

天
衣

無
縫

の
人
だ
か

ら
こ
そ
、
ご
ま
か
し

た
、

と
も
誌

っ
て
し
ま

う

し
、
議
長

の
よ

う
な

高

い
地

位
も
あ

っ
さ
り

手
放
す

ん

だ

ろ

う

」
と
納
得
、
急

に
気
分
が
良
く
な

っ
た
,

抜

か

れ
た
か

ら

そ

の
時

は
し

か

ら

れ

た
.

し
か
し
、約

束

を
守

っ
た
か
ら

こ
そ
、

今

に
な

っ
て
、
人

柄

も
お
粥

の
味
も
懐

か

し
く
思

い
出
せ

る

の
だ
ろ
う
、

〈
拾
遺

V

氏

は
そ

の
後
、

法
相
を
も
う

.
度
務

め

政
界
を
引
退
し
た

..
記
者
と

の
内

輪

の
ご

苦
労

さ
ん
会
が
開

か
れ
た
時
、
我

々
は
公

団
住
宅
事
件
と

い
わ

れ
る
数
年
前

の
事
件

の
顛
宋
を
聞

い
て

み
た
。
事
件
と

い
う

の

は
、
建
設
相
の
時

、

庶
民
に
は
高
嶺

の
花

だ

っ
た
公
団
住
宅

の

一
部
屋
を
あ
る
親

し

い
女

性

に
そ

っ
と

優

先

的

に
割

り

当

て

た
、
と
某
紙
社
会

面

に
す

っ
ぱ
抜
か

れ
、

謝

っ
た
事
件

の
こ
と

で
あ
る
。
以
下
本

人

の
弁

の
採
録
。

ー

い
や
ー
、
あ

の
時

は
参

っ
た
ね
。
新

聞

に
出

た
そ

の
夜

に
、

地
,兀
後
援
会

の
女

子
部

の
代
表
が
十

人
以
ヒ

で
家
に
押

し
か

け

て
き

て
ね
。
「
そ

の
女

性
と
手
を

切

ら

な

い
な
ら
今
後

一
切
応
援

し
な
い
。

こ

の

場

で
は

っ
き
り
、

別

れ
る
と
約
束
し

ろ

 

と

い
う

ん
だ
よ
。
困

っ
た

こ
と

に
な

っ
た
、

と
思

っ
た

が
、
仕
方
な

い
か

ら

コ
明
口
朝

返
事
し
ま
す
。

一
晩
考
え

さ
せ

て
く
だ
さ

い
」
と

言

っ
て
そ

の
場
を

収
め
た

ん
だ
。

翌
朝
早

く
ま
た
来
た
か

ら

「
↓
晩
よ
く

考
え

て
み
ま

し
た
。
そ

の
結

果
、
あ

の
女

性
と
別
れ

る
く
ら
い
な
ら
選

挙
に
落
ち

て

も
仕
方

な

い
と
覚
悟
し
ま

し
た

」
と
答
え

た
ん
だ
、

す

る
と
、
代
表

の
人
も
び

つ
く

り
し
た

ら
し
く
、
し
ば
ら
く

は
黙

っ
て
し

ま

っ
た
が

、
中
か
ら

「
こ
こ
ま

で

い
う
先

生
は
、
も
し

か
し
た
ら
女

性

の
本
当

の
味

方
か
も

し
れ
な

い
。
こ
の
ま
ま
応
援
し
た

ら
ど
う

か
」
と

い
う
意
見

が
出

て
ね
、
そ

の
う
ち

な
ん
と
な
く
そ
ん
な
空

気

に
な

っ

て
、
最
後

は
み
ん
な
納
得
し

て
帰

っ
て

い

っ
た
よ
。

い
や
ー
あ

の
時

下
手

し
て

い
た

ら
、
今
ま

で
来
れ
な
か

っ
た
か
も

し
れ
な

い
ね出

来

す

ぎ

た
話

の
よ
う

な
気

も

す

る

が
、
あ

の
人

な
ら
本
当

だ

っ
た

か
も
し
れ

な

い
な
、
と

い
う
気
が
今

で
も
率
直

に
い

っ
て
す

る
。
今
と
な

っ
て
は
真
偽

の
確
か

め
よ
う
も

な

い
が
、
今
時
分

の
政
治
家
に

は
な
か
な

か
語
れ
な

い
話

で
あ

る

こ
と
だ

け
は
間
違

い
な

い
。
こ
れ
も
時
代

の
流
れ

と

い
う

こ
と

か
。

た
む
ら

・
て

つ
お
会
員

1
9

4
ー
年
生
ま

れ

餌

年

口
本

経
済

新

聞

人

社

政

治
部

な
ど

餌

年

退

社

テ

レ
ビ

東

京

取

締

役

な

ど

現

在

㈱

テ

ク
ノ

マ

ッ
ク

ス
社

長

(7)
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08
年
米
大
統
領
選

舳
時
代

「
マ
ス
」
か
ら
「あ
な
た
」
へ

ジ

ェ
ー
ム
ズ

・
タ
ラ
ン
ト
、
と
言

っ
て

も
フ
レ
ン
チ
警
部
が
活
躍
す

る
F

・
W

・

ク
ロ

フ
ツ
の
推
理
小
説
「
山
師

タ

ラ
ン
ト
」

の
主
人
公

で
は
な

い
.

ス
ペ

ル
違

い
を
お

許
し

い
た
だ
け
ば
米
紙

ウ
ォ

ー
ル
ス
ト
リ

ー
ト

・
ジ

ャ
ー

ナ
ル
の
気

鋭

コ
ラ
ム

ニ
ス

ト
が
そ

の
人

で
、
同
紙
.電
子
版

の
オ
ン
ラ

イ

ン

・
コ
ラ
ム

「本
日
最
高

の
ウ

エ
ブ
」

が
人
気
を
呼

ん
で

い
る
.

■
ネ

ッ
ト
は
候
補
を
誠
実

に
す

る

新
聞

紙

上

で

も
健
筆

を

振

る
う

人
だ

が
、
電
子
版

で

の
活
躍
が
有

名

に
な
り
過

ぎ
て
、
ウ

ェ
ブ

の
世
界

に
す
む
ジ

ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
と

い
う
印
象

が
強

い
。

そ
ん
な
タ

ラ
ン
ト
氏

に
イ

ン
ダ
ー
ネ

ッ
ト
を
通
じ
た

08
年
米
大
統
領
選
挙

の

「楽

し

み
方
」
を

最
近

た
ず

ね
る
機
会
が
あ

っ
た

の
だ
が
、

返

っ
て
き

た

の
は
奇
抜

さ
を
微
塵
も
帯
び

な

い
コ
メ
ン
ト
だ

っ
た
、、

「
最
大

の
ポ

イ

ン
ト

は
有

権
者

に
届
く

候
補
者

の
情
報
量
が
格
段

に
増

、凡
る
こ
と

だ
と
思
う
。

そ
の
H
の
聴
衆

に
応
じ
て
都

▼
山

本

秀

也

〔産
経
新
聞
社
)

合

の

い
い
こ
と
を

話

す
手
法
は
も
う

通
ら

な

い
。
大
統
領
候

補

は
よ
り
誠
実

に
な
ら

ざ

る
を
得
な

い
ん

だ

」

老
舗
新
聞
社

の
身

売
り
話
が
相
次
ぐ

ア

メ
リ

カ
社
会

で
、

タ

ラ
ン
ト
氏

が
立

つ
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と

政
治

や
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム

の
交
差
点

は

や

は
り
時
代

の
最
先
端

に

違

い
な

い
。
そ

の
彼

か
ら
ネ

ッ
ト
利
用
が

進

む
ほ
ど
、
よ

り

候
補
…者

の
実
像
が
見
、凡

る
と

い
う
民
主

主

義

の

い
わ
ば
王
道
を

あ

ら

た
め
て
聞
か

さ
れ

た
わ
け
だ
、.

ネ

ッ
ト
に
広

が

る
バ
ー
チ
ャ
ル
〔仮
想
)

空

間
に
虚
像

の
う

さ
ん
臭
さ
を
感
じ

て
し

ま
う
私
は
、
長

い
選
挙
戦

の
助
走
段

階
で

自

分

の
認
識

不

足
を

思

い
知
る
羽
目

と
な

っ
た
。

■
動
画
投
稿

サ

イ

ト

の
威
力

票

の
流
れ
を

ネ

ッ
ト
が
左
右
す

る
力
か

ど
、
本
当

に
あ

る

の
か
。
長
く
ネ

ッ
ト
じ

信
を
置

い
て
こ

な
か

っ
た
私
が
、
少
な
～

と
も

タ
イ

ミ
ン
グ
を

選
べ
ば
投
票
動
向

『

「
深
刻
な
影
響

を

与
え

る
」
と

い
う

見
雪

に
傾

い
た
き

っ
か

け
は
、
昨
年

11
月

の
中

間
選
挙

で

の

一
コ

マ
だ

っ
た
..

共
和
党

の
ホ
ー
プ
だ

っ
た

ア
レ
ン
上
院

議
員
は
、
最
後

の
決
戦
場
と
な

っ
た

バ
ー

ジ

ニ
ア
州

で
再
選

を
阻
ま
れ
た
。
小
差

で

の
落
選

は
、
選
挙

戦
終
盤

で

ア
レ

ン
氏
が

口
を
滑

ら
せ

た

「人
種

差
別
発
言
」
が
響

い
た
結

果

で
あ
る

こ
と
は
疑

い
な

い
。

ア
レ
ン
氏

の
敗

北
は
、
問
題

の
発
言
を

と
ら
え
た

ビ

デ
オ

映
像

が
動
画
投

稿
サ
イ

ト
の

ユ
ー
チ

ュ
ー

ブ
に
貼

り
付
け
ら
れ
た

と
こ
ろ

で
始
ま

っ
た
.
ほ
ん

の
短

い
ビ
デ

オ
だ
が
、

ヒ

ッ
ト

数
は
見
る
見

る
増
え
続

け
、

ア
レ

ン
氏
は

「差
別
者
」

の
レ

ッ
テ

ル
を
貼

ら
れ

る
憂

き
日
に
遭

っ
た

の
だ
、

動
画

投
稿
サ

イ
ト

の
な

い
ほ
ん

の
数
年

前
な
ら
、

こ

の
問
題
は

一
過
性

で
終
わ

っ

て

い
た

の
で
は
な

い
か
と
思
う

.
選
挙
後

に
会

っ
た
共
和
党
系

の
人

々
も

、
異
口
同

音

に
こ

の
点
を
指

摘
し
て

い
た
.

テ
レ
ビ

の
放

送
枠

に
限

り
が
あ
る
以
h
、
そ
う
何

口
も
取
り
上

げ

る
ネ
タ
で
は
な

か

っ
た
か

ら
だ
.、

一
つ
の

コ
ン

テ
ン
ツ
が

反
復
的
な

ア
ク

セ
ス
に
よ

っ
て
社
会
的
な

認
知
を
広
げ
る

バ
イ

ラ
ル
効

果

の
怖
さ
は

こ
こ
で
、
私
が

ユ
ー
チ

ュ
ー
ブ

を
時
折

の
ぞ
く

よ
う

に
な

っ
た

の
も

こ
の
舌
禍
事
件
か

ら
だ
.

ア

メ
リ

カ

政

治

の
歴

史
を

振
り

、返

る

と
、

そ

の
時
代

の
先
端

メ
デ
ィ

ア
が
、
政

治

の
ス
タ
イ
ル

に
革
新

的
な
変
化
を
与
え

た

現
象

に
出
く
わ
す
。

ラ
ジ
オ
然
り
、

テ

レ
ビ
ま
た
然
り

だ
。

08
年
大
統
領

選

の
情
報
源
を
問
う
有

権

者

へ
の
世
論
調
査

で
「
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
」

(25
%
)
が

「
テ
レ
ビ
」

〔21

・
3
%
)
を

上
回

る
時
代
だ
け

に
、

タ

ラ
ン
ト
氏

の
指

摘
す

る
よ
う
に
、
ネ

ッ
ト
を
介
し
た

候
補

者
と
有
権
者

の
距
離
が
格
段

に
縮
ま

る

こ

と

は
確

実
な
の
だ

ろ
う
。

騒
生
身
の
人
間
臭

さ
欠
乏
症

?

公
式

ウ

ェ
プ
サ
イ
ト
を
開
く
と
、

候
補

者

は

「
マ
ス

(大
衆

)」

に
呼
び

か
け

る

集
会

演
説
の
ス
タ

イ
ル
を
捨

て
て
、
居
間

や
オ

フ
ィ
ス
で
ビ

ジ
タ
ー
で
あ

る

「
あ

な

た
」

に
直
接
語
り

か
け
る
話
法
を
取
り

始

め

て

い
る
こ
と

に
気
づ
く
,

旧
任
地
の
北
京
あ
た
り

に
比
べ
る
と
情

報

の
洪

水

の
感

が
あ

る

ワ
シ

ン
ト

ン

だ

が
、

こ
れ
に
ネ

ッ
ト

の
チ

ェ
ッ
ク
が
加

わ

る
と

ど
う

に
も

肩
が
凝

っ
て
し
ま
う
..

パ

ソ
コ
ン
か
ら
流

れ
る
ヒ
ラ
リ
ー

.
ク

リ

ン
ト

ン
ヒ
院
議
貝

の

ハ
ス
キ
ー
な
声

に

飽

き
た
夜
更

け
、

ヘ

ッ
ド
ホ
ン
を
投
げ

出

し

て
は
広

い
ア
メ
リ
カ

の
ど
こ
ぞ

に
ヒ
海

風

呂
や
足
裏

マ
ッ
サ

ー
ジ
屋
は
な

い
か
と

思
案
を
め
ぐ
ら
す
日

々
で
あ
る
。

や
ま
も
と

・
ひ
で
や

1
9
8
6
年
入
社

シ
ン

ガ
ポ
ー
ル

台
北

香
港

北
京
の
特
派
員
を
経

て

06
年
か
ら
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長

18)
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治
療

薬
タ
ミ

フ
ル

関
係
者
発
言
の
伝
え
方
に
悩
む

イ

ン

フ
ル

エ
ン
ザ
治
療
薬

「
タ
ミ
フ
ル

}

の
、取
材

で
関
係
者

の
発
...[
な

ど

の
伝
え
方

に
悩

ん
だ
.
...d
葉

の
意
味

が

通
常
と
違

っ

た
り
、

言

い
回
し
が
複
雑

だ

っ
た
り
で
短

い
引
用

で
は
誤
解
を
招
く

の
だ
.一

タ

ミ

フ
ル
服
用
後

に
、

飛
び
降
り
な
ど

異
常
行
動

を
起

こ
す
患
者

が
多

発
し
た
..

厚
労
省

は
3
月
、
10
代

の
患
者

へ
の
使
用

を
原
則
禁
止

し
た
。
同
省
は

「
服
用
と
飛

び
降
り

な
ど

の
因
果
関
係
は
否
定
的
」
と

し
て
き

た
見
解
を
白
紙
撤

回
し
、
省
に
寄

せ
ら
れ
た

副
作
川
報
告
、
約

2

0
0
0
例

の
詳
細
調

査

に
人

っ
た

経
過
を

ま
と
め
た
だ
け

の
文
章

だ
が
、

こ
の
中
に

、
誤
解
を
招
く
表
現

が
あ
る
。

「
否
定
的

」

と

い
う
見
解

は
、
正
確

に
言

う
と

、
因
果

関
係

の
否
定

で
は
な

い
。

■
厚
労
省

の
不
正
確
な
表

現

私
は

05
年

11
月
に
初

め
て
、
タ

ミ
フ
ル

と
異
常
行

動

の
記
事
を
書

い
た
..
後
輩

の

中
川
紗
矢

子
記
者
が
見

つ
け

て
き
た
問
題

だ
、

14
歳

の
男
r
中
学
生

が
服
用
後
、

マ

▼
高

木

昭
午

(毎
目
新
聞
社
)

ン
シ

ョ
ン
9
階

の
手
す
り

に
ぶ
ら
さ
が
り

転
落

死
。
17
歳

の
男

r
高
校
生
は
ト

ラ

ッ

ク
に
飛
び
込
ん

で
亡
く
な

っ
て
い
た
.

タ
ミ
フ
ル
が

原

閃
だ
と
断
じ
る
の
は
無

理
だ

っ
た
.
だ

が
厚

労
省
は
04
年

に
医
薬

品

の
安
全
性
情

報
を

出
し

「服
川
後

に
窓

か
ら
飛
び
降
り

よ
う

と
し
た
10
代
女
児

」

の
例
を
紹
介
。

タ

ミ

フ
ル
の
添
付

文
書

に

「重

大
な
副
作

用

」
と
し

て

「
異
常
行

動

」

を
追
加
さ
せ
て

い
た

.

薬

の
世
界

で

「
副

作

用
」
は
、
「
因

果

関
係
が
否
定

で
き
な

い
有
害
事
象
」
と

定

義

さ
れ

て
い
る

。
薬

以
外
で
生
じ
た
異

常

も

含
む
定
義
だ

が
、
個

別
の
異
常

の
原

因

を

、
薬
と
断
定

す
る

の
は
難
し

い
の
で
、

安
全

の
た
め
に

こ
う
な

っ
て
い
る
。

飛
び
降
り
か

け
た
女
児

の
例
も
ト

ラ

ッ

ク
に
飛
び
込

ん
だ
高

校
生

の
例
も
、

タ

ミ

フ
ル
の
販
売

元

の
中
外
製
薬
は
「
副
作

用
」

つ
ま
り
「
因
果
関

係

が
否
定
で
き
な

い
例
」

と

し

て
同
省

に
報
告

し

て
い
た
.

こ
れ
ら
に
対

す

る
同
省

見
解
が

「
因
果

関

係
は
否
定
的

」
だ

っ
た
の
だ
。

同
省

は

当

時

、
.否
定

的

と

い
う
表

現

は
評
価
不
能
も

含
む

一
と
説

明
し
た
.
実

際
、
05
年

暮
れ

に
同
省

が

「否
定

的
」
と

し
た
服

用
後

の
死
者
26
人

の
う

ち
、
14
人

は
厚

門
家

が

「
情
報
不
足

で
評
価

不
能
」

と
し

て

い
た
.

「
否
定

的

」

は

一,否
定

で

き
な

い
が
他

の
原
因
も
-r
分

あ
り
う
る
」

程
度

の
意
味

だ

っ
た
わ
け
だ

。

同
省

は
今
も

「因
果
関
係

は
.不
明
」
と

の
立
場

で
、
見

解

は
変
わ
ら

な

い
と
も
.、..目

え
る
.

し
か
し

同
省

の
辻
哲
夫
事

務
次
官

は
3
月

に

「
否

定
的
と

い
う
判
断

は
変
わ

り
う

る
」
と

会

見
で
話
し
、
各

記
者

に

「
否

定
的
は
白

紙
撤

回
か
」
と
激

し
く
迫

ら
れ

た
、
誤
解

を
招

く
表

現
の

ツ
ケ
だ

、

藪
研
究
班
報
告

書
に
も
誤
解

の
タ
ネ

厚
労

省

研
究

班
は
昨
年

、

「
タ

ミ

フ
ル

と
異
常

言
動

の
関
連
に
、
明
ら

か
な
打
意

性

(統
計

的

に
偶
然
で
は
な

い
こ
と
)
は

な
か

っ
た

が
、

今
後

の
検
討

が

必
要
だ
」

と
の
報
告
書

を

出
し
た
。

こ
こ

に
も
誤
解

の
タ
ネ
が

三

つ
あ

っ
た
。

①
研
究
班

の

「異
常

言
動
」

は
、
飛
び

降
り
な
ど

の

「
異
常
行
動

」
と
定

義
が
違

い
、
う

わ
ご
と

程
度

の
軽

い
異
常

を
多
く

含

む
..
異

常
行

動
と
タ
ミ

フ
ル

の
関
連
は

検

討
さ
れ

て

い
な

い
。
②

「
明

ら
か
な
有

意
性
な
し
」
は

「
関
連
な
し
」
で
は

な

い
.

調
査
法

の
問

題

で
、
関
連
が

あ

る
の
に
確

認

で
き
な
か

っ
た
可
能
性
を
含

む
。
③
「今

後

の
検
討
が
必

要
だ
」

は
、
結
論
保
留

を

.小
す
重
要
な
文
号
口
で
省
け
な

い
.

麟
振

り
回
さ
れ
た

一
部

の
記
事

だ
が
、
報
告
書
を

紹
介

す
る
記
事

の

 

部

に
は

「
タ
ミ

フ
ル
と
異
常
行
動
、
関

連

な

し

一
な
ど
の
見
出

し
が

つ
い
た

.
厚
労

省

は

「
検
討

が
必
要
だ
」
を
省

い
て
報
告

書

に
..、.目
及
し

「
因
果
関
係

は
否
定
的
」
と

.詳
う

根
拠

に
使

っ
た
。

さ

ら
に
同
省

は
従

来

、
「
イ

ン
フ
ル

エ

ン
ザ
を

甘
く

み

て

は

い
け
な

い
」
一
タ

ミ

フ
ル
は
有
用
性
が
高

い
.
イ

ン
フ
ル

エ
ン

ザ
対
策

に
必
須
」
な

ど
と
訴
え

て
き

た
.

一
方

で
最
近
は

「
元
気

な
10
代
は
、
イ

ン

フ
ル

エ
ン
ザ
に
な

っ
て
も
家

で
寝

て
い
れ

ば
治

る
」
と
説
明

し

て

い
る
、

「持

病

の
あ

る
患

者

や
高
齢
者

に

イ

ン

フ
ル

エ
ン
ザ
は
怖

い
。

タ
ミ
フ
ル
は
必
要

だ

」
と

い
う

医

師

は
多

い
.
「
高

齢
者

な

ど
は
」
イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
甘
く
見

る
な

と
か

「
社
会
全
体

の
」
イ

ン
フ
ル

エ
ン
ザ

対
策
に

タ
ミ

フ
ル
が
必

要
と

い
う
な
ら
分

か
る
。
だ
が
元
の
表

現

で
は
、

タ
ミ

フ
ル

は
万
人
に
必
須
と
受

け
取
れ
る
.

誤
解
さ

れ
な

い
言
葉
を
使

っ
て
ほ
し

い
も

の
だ
。

た
か
ぎ

・
し
ょ
う
ご

1
9
8
8
年
入
社

編
集

総
セ
ン
タ
ー

社
会
部
な
ど
を
経
て

05
年
か
ら

3
度
目
の
科
学
環
境
部

19〕
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高松塚石室解体

報道の自由と作業の安全

のせめぎ合い

レ高瀬 法義

(奈良新聞社1

 

特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
た
古
墳
の
石
室

を
解
体
し
国
宝
の
極
彩
色
壁
画
を
修
理
保

存
す
る
と
い
う
、
わ
が
国
で
は
他
に
例
を

見
な

い
大
事
業
が
始
ま

っ
た
奈
良
県
明
日

香
村
の
高
松
塚
古
墳
、
4
月
24
日
現
在
、

16
枚
あ
る
石
材
の
う
ち
天
沖
北
端
石
と
四

神
図

「玄
武
」
が
描
か
れ
た
北
壁
石
の
取

り
上
げ
に
成
功
し
た
。

解
体
作
業
は
.石
材
を
特
殊
な
器
具
で
固

定
し
て
レ
ー
ル
ク
レ
ー
ン
で

一
枚
ず

つ
吊

り
ヒ
げ
、
振
動
の
発
生
を
抑
え
た
特
殊
車

両
で
約
ー
キ
ロ
離
れ
た
壁
画
修
理
施
設
に

運
ぶ
。
石
は
凝
灰
岩
で
非
常
に
柔
ら
か

い

上
、
亀
裂
が
発
生
し
た
石
材
も
あ
り
、
わ

ず
か
な
振
動
で
も
損
傷
や
落
下
の
危
険
性

が
あ
る
。

万

一
、
壁
画
を
壊
し

て
し
ま
え

ぱ
、
1
3

0
0

年
の
歴
史
が

一
瞬

に
し
て

失
わ
れ

て
し
ま

う
こ
と

に
な
り

、
解
体
を

行
う
文
化
庁

に
は
非
常

に
困

難
な
作
業
が

要
求
さ

れ
る
。

「
世
紀

の
解
体

作
業
」
を
伝
え

る

べ
く
、

人

口
約
6

2
0

0
人

の
静
か

な
山
村
に
は

連
日
、
多

く

の
報
道
陣

が
詰

め
掛
け
て
い

る
、
作
業

は
壁

.画

へ
の
影
響

を
抑
え
る
た

め
に
温
度

、
湿

度
を
管

理
し
た

「断
熱
覆

屋
」

の
な

か

で
行
わ
れ
、
内

部

の
凱
ち
入

り
は
厳

し
く
制

限
。
そ

の
た
め

、
地
元
の

橿
原
市

政
記

者

ク
ラ
ブ
は
解
体

作
業
開
始

前
、
覆

屋
内

で

の
取
材
を
め
ぐ

っ
て
文
化

庁
と

の
交
渉

に
明
け
暮

れ
た
。

全
面
公

開
を

求
め
る
ク
ラ
ブ

に
対
し
、

文
化
庁

は
取
材

制
限

の
理
由

に
、
人
間
の

体
温

に
よ

る
覆

屋
内

の
温
度

上
昇

や
カ
ビ

の
発
生

の
も
と

に
な
る
細
菌

の
侵
人
な
ど

の
ほ
か
、
作
業

員

へ
の
重
圧
を

挙
げ
た
。

解
体
作
業

を

担
う
の
は
、
多

く

の
文
化

財
修
理
を
手

が

け
た
石
工

・
左
野
勝
司
さ

ん
率

い
る
職
人

た
ち
。
た
し

か

に
、
失
敗

が
許

さ
れ
な

い
作
業
を
行
う

彼
ら

に
か
か

る
重

圧
は
並
大

抵

の
も

の
で
は
な

い
。
「
多

く

の
カ

メ
ラ
が
並

ぶ
こ
と

で
、
作
業
に
支

障
を

与
え

か
ね

な

い
」
と
文
化
庁

の
担
当

者
.し

か
し

、
報

道
公
開
が
な

け
れ
ば
、
断

玄武が描かれた高松塚古墳北壁石

 

熱
覆

屋
と
い
う

完

全

な

一密
室
」

の
な

か

で
作
業
が
行
わ

れ
る

こ
と
に
な
る
。
文
化

庁

は
発
見
以
来

約

30
年
間
、
カ
ビ

の
発
牛

に
よ

る
壁
画

の
劣
化

や
修
理
作
業
中

の
椙

傷
事

故
な
ど

を

公

表

し
な

か

っ
た

こ
と

で
、

情
報
公
開

・
説

明
責
任

へ
の
姿
勢

や

組
織

体
制
を
厳

し
く

問

わ
れ
た
。

そ
う
し
た
観

点

か
ら
見

て
も
、
国
民

的

関
・レ
事

で
あ
る

石
室

解
体
を
非
公
開
と

す

る
姿
勢
は
疑
問

が
残

る
、

.
方
、
取
材

側

の

ク
ラ
ブ
内
部

で
も

、
「
報
道

の
自

由

」

と

「作
業

の
安

全

」

の
せ
め
ぎ
合

い
の
中

で
取

材
制

限
を

認

め

る

か
議
論

が

続

い

た

。最
終
的

に
は

作

業

の
要
所

で
記

者

2

人
、

ス
チ
ー

ル
カ
メ
ラ
ー
人
、

テ

レ
ビ
カ

メ
ラ
ー
人

の
計

4
人
に
よ
る
代
表

取
材

・

撮
影

で
合
意

。
加
え
て
文
化
庁

の
定
点
カ

メ
ラ
の
映
像

を
、
ク
ラ
ブ
が
設

置

し
た
モ

ニ
タ
ー
で
流
す

こ
と
で
作
業

の
様

r
を
取

材
す
る
こ
と

に
な

っ
た
一、文

化
庁

は
現
在
、

16
枚

の
石
材

の
う
ち
5
枚

の
作
業

だ
け
代

表
取
材

・
撮
影

を
認
め

て
い
る
が
、
す
べ

て
の
石
材

で
公
開
す
る
よ
う

に
交

渉
が
続

い
て

い
る
.

解
体
作
業

を
指
揮
す

る
奈
良

文
化
財
研

究
所

の
担
当

者

は
、
「
石
室

解

体

は
あ
く

ま
で
壁
画

修
理

の
第

一
歩

に
過

ぎ
な

い
」
,一

文
化
庁
は
今
後
、

10
年

間
か
け

て
壁
画
を

修
理
す

る
予
定
だ
が
、
失
わ
れ

た
壁
画
の

輝
き
を
取
り

戻
せ
る
か
が
本
当

の
問
題
と

い
え
る
。

た
か
せ

・
の
り
よ
し

1
9
9
2
住
-入
社

郡

山
支
局

高
田
支
局
な
ど
を
経
て
2
0
0
6
年

か
ら
橿
原
支
局

一 ロ メ モ 明 日杳 村

奈良 盆 地 の 南 端 に 位 置 し、 総 画 積 は

24.08」1'方キ ロ メー トル.人H6230入,.飛

烏時 代 の 旧都 と して 知 られ 、蘇 我 馬 ∫・の

墓 と言 われ る石 舞 台 占墳 や極 彩 色壁 画の

キ トラ古 墳 を は じめ 、 村 内 の 至 る とこ ろ

で 占墳 や 遺跡 が 点 在 す る。 昭 和40年 代 中

ごろ か ら全 岡的 に保 存 運 動 が 高 ま り、 同

55年 には 明 日 香村 保存特 別措 置法 が 公布
一 村 だ け を 対 象 と した特 別 法 は 全 国 的 に

も珍 しい 、 高松 塚 古 墳 は7世 紀 末 か ら8

世紀 初 と推 定 され る 直 径23メ ー トル の 円

墳.、昭 和47年 、 日本 の 古墳 で 初 め て 極 彩

色 の 壁 画 が 見 つ か り、 全国 に考 占学 ブ ー
ム を巻 き起 こ した.、 カ ビの 発 生 な ど に よ

り壁 画 の 劣化 が 進 み 、 石室 の解 体 修 理 が

決 定 した、

(10}
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■

マ
ン
モ

ス
の
暴
走

エ
リ

ツ

ィ
ン
会
見

ロ
シ

ア
の
ポ

リ

ス

・
エ
リ

ッ
ィ
ン
前

大
統

領

(
76
)
が
4
月
23

日
死
去
し
ま
し

た
.

エ
リ

ツ
ィ
ン
氏

は

1

9

9
0
年

1

月

、

ソ
連

最

高
会

議
代

議

員

と

し
て

ク

ラ
ブ

で
会

見
し

て
い
ま
す
。

注
目

の
急
進

改
革
派
,

出
席
者
は
2
5
0
人

で
し
た

▼

儀
礼
的

な
あ

い
さ

つ
も

オ
ー
プ

ニ
ン
グ
リ

マ
ー

ク
ス
も
全
く

な
し
,
冒

頭
か
ら
質
疑

応
答

に
人

る
よ
う

司
会
者

に
要
求
。
通
訳

者

泣
か
せ
の
90

分

で
し
た

▼
巨
体
か

ら
飛

び

出
す
答
え
も

過
激

な
ら
、
声
も
迫
力

満

点

..
通
訳
の
日

本
語

が
終

わ
る
の
を
待

ち

き

れ
ず
に
、
次

々
と

“
バ
ズ
ー
カ
砲

”

が

発

射
さ
れ
る
と

い
う
感

じ
で
し
た

▼

ロ
シ

ア
語
通
訳
者
と

し

て
デ
ビ

ュ
…
し
た

て

の

米

腺
万
里
さ
ん

〔昨
年

5
月
25
日
死
去

V

と
彼
女
が
師
と

あ

お

い
だ
徳
永
晴
美

さ

ん

(現
ヒ
智
大
学

教
授

)
が
、
こ
の
突
進

を

交

代

で
さ
ば

き

ま

し

た

▼
私
案

と

し

て

「
北
方
領
上
5

段

階
返
還
論
」
を
示
し

二

ユ
ー

ス
に
な
り

ま
し
た
。

こ
れ

が
大
統
領

と
し
て
北
方

4
島

の
帰
属

を
解
決
し

て
平

和
条
約
締

結
を

日
指
し
た

「
東
京
宣
.冒
」

に
も

つ
な

が

っ
て
い
っ
た

の
で
し

ょ
う
か

▼
こ
の
と

き
、

「
90
年
が

ソ
連

の
正
念
場

に
な
る

」
と

発

、肖
し
た

エ
リ

ツ
ィ
ン
氏
で

し
た
が
、

翌
91
年

8
月
、
保
守

派

ク
ー
デ

タ
ー
を
鎮
圧

し
、
ゴ

ル
バ

チ

ョ
フ
氏
に
代

わ
り
権
力

の
座

に
。
そ
し

て
12
月
に
は
ソ

連
邦

解
体

1

、

(長
谷

川
)

来
H
P
資

料
室

に
会
見
黛
文
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す

〈
寄
贈
書
〉

楠
ノ
木
考

田
所
泉
作
品
集

作
品
集
編
纂
委
員
会

小
沢
信
男
代
表

軍
縮

地
球
市
民

春

臨
8

明
治
大
学
軍
縮
平
和
研
究
所

〈
招
待
券
〉
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

ア
ン
ド

ア
ル
バ
ー
ト
美

術
館
所
蔵

浮
世
絵
名
品
展

日
本
経
済
新
聞
社

M
O
T
T
A
工
N
A
I

へ
～
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

報
道

の
力

H
本
新
聞
博
物
館

甲子園①

 

高
校
野
球
を
担
当
し
た
の

は
、
福

島
支
局
貝
だ

っ
た
入
社

2
年
目

の
1
9
6

3
年

(昭
和

38
)
の
こ
と
だ
。

当
時
は

宮
城
と
福
島

が
甲

子
園
出
場
を

か
け

て
戦

い
圧
倒
的

に
宮

城
勢
が
優
勢

だ

っ
た

が
、
こ
の
年
は

45
回

の
記
念
大

会
と

い
う

こ
と

で
各
県
か

ら
代
表

-
校

が
出
場

し
た
。
甲
子
園
か
ら
遠

の
い
て

い
た
福

島

の
球
児
た
ち
が
大

い
に
張
り

切

っ
た

の
は
言
う
ま

で
も
な

い
。
私
も

記
者
と

し

て
甲
子
園
出

場
が
確
実
だ

っ

た
か

ら
緊

張
し
た
。

春
先
か
ら

ス

コ
ア
プ

ッ
ク
の
付

け
方

の
研
修
を
受

け

た
り

、
事
前

の
準

備
取

材

で
高
校
回
り
を

す

る
な
ど
、
野
球

漬

け

で
明
け
暮

れ

て

い
る
う
ち
に
夏

の
県

大
会
が
始
ま

り
、

磐
城
高
校

の
初
出

場

が
決
ま

っ
た

。
信

夫
が
丘
球
場

で
の
試

合

は
、
地
域

ぐ
る

み

の
応
援
が
時

に
は

新
聞
だ
け

だ

っ
た
か
ら
、
私

は

チ
ー
ム
の

一
員

の
よ
う

な
も

の
.
甲
子

園
入
り
後
は

宿
舎
と

い
わ
ず

練
習
場
と

い
わ
ず
、
監
督

や
選
手

に
密
着

の
H
々
だ

っ
た
、

県
版
向

け
に
述

日
、
選
手

た
ち
に
「
甲
子

園
日
記

一

を
書

い
て
も
ら

っ
た
、

福
島
勢

は
そ

れ
ま

で
甲
子

園

で
は
い
ず

初
の
大
舞
台

気
分
は
特
派
員

過

熱
し
、
県
立

と
私
立

校

の
試
合

の
際

、

ス
タ

ン
ド
か
ら

「
私
立

の
ボ
ン
ク

ラ
ー
・」

と

い

っ
た
、

い
さ
さ
か

.不
穏
当
な
ヤ
ジ

が

飛

ん
だ
り
し
た
も

の
だ
。

磐
城
校
が
初

出
場

な

ら
こ
ち
ら
も
初

出

場

だ
。
当
時

は
同
行

取
材
し
た
の
は
朝

日

▼
箱
島

信

一

れ
も
初
戦

で
敗
退
し
て

い
た
か
ら
、

磐
城
高
も

そ

の
轍
を
踏

む
も

の
と

実
は
思

っ
て

い
た
が
、

う
れ
し

い
こ
と
に
3
回

戦
ま

で
駒

を
進

め
る
と

い
う
快
挙

を
遂

げ
た
。
磐
城

の
得
点

に
思

わ
ず

「
や

っ
た

1
」
と
ネ

ッ
ト
裏

の
記
者

席

で
拍
手

し
た

ら
、
近
く

に

い
た

デ
ス
ク

か
ら

「
記
者

が

興
奮
し

て
は

ダ

メ
だ
」
と

叱
ら
れ
、

シ

ュ
ン
と
な

っ
た

こ
と
も
今
で

は
懐
か
し

い
思

い
出
だ
.、

記
事

に
は
す

べ

て

「
甲
子
園
で
箱
島

記
者
」
と

い
う
署

名
が
付

い
た
.
本
記

の
ほ
か
雑
観

や
戦

評
な
ど

、
連

H
せ

っ

せ
と

書

い
た
も

の
だ
が
、

2
年
生
記
者

に
と

っ
て
甲
子
園

は
と

て

つ
も
な

い
大

き
な
舞
台

で
あ
り
、

ま
る

で
特
派
員

に

な

っ
た
よ
う
な
気

分

だ

っ
た
。

99
年

の
81
回
大
会

で
、
大
会
会
長
と

し

て
甲
チ
園
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
久

々
に

立

っ
た
。
選
手
た
ち

の
若

さ
み
な
ぎ

る

入
場
行

進
を
目

の
当

た
り

に
し
た
時
、

私

は
胸

に
こ
み
上
げ

る
も

の
を
心
地
よ

く
抑
制

し
な
が
ら
、

36
年
前

の
夏

の
自

分
を

ス
タ
ン
ド

の
中

に
探
し

て
い
た
。

(は

こ
し
ま

・
し

ん

い
ち

朝
日
新
聞

社
特
別
顧
問
〉

ム
～号
か
ら
は
若
き
目
の
記
者
修
行
の
場
で
も

あ
る

.甲
子
園
り
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
夏
季
大

会
が
始
ま
る
8
月
号
ま
で
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で

い
た
だ
き
ま
す
、

(11)
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■

丸

の
内

に

「
パ

リ

の
癒
し

空
間

」

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
朝

7
時
に
散
歩
す

る

と
、
も
う
ビ

ル
内

の
ジ

ム
で
汗
を
流
す

男

女

が
大
勢

い
る
の
に
び

っ
く
り
し
た
が
、

新
丸

ビ

ル
に
は
立
派

な
ジ

ム
が
あ
る
.
運

動

し
な
が
ら
皇
居

と
議
噴
堂
が
見
渡
せ

る

の
は
大
変
な
贅

沢
だ
、
梁
居

の
見
え
る
ジ

ム
が

お
U
当
て
で

こ
こ
に
引

っ
越
す
外
国

企
業
も
少
な
く
な

い
の
で
は
.

な

ん
と
.諄

っ
て
も

東
京
駅
か
ら
皇
居

に

通

じ
る

.行
幸
通

り
〃

に
面
し
た
ビ

ル
だ

か
ら
、
ポ
ス
ト

モ
ダ

ン
の
遊
び
心
は
控

え

、

気

品

・
風
格
を
狙

っ
た
外
観
.
中
に
入

る

と
青

銅
色

の
柱
と

ア
ー
チ
が
目

に
付
く
。

重

厚
さ
を
狙

っ
た

の
だ

ろ
う

が
、
リ
ズ

ミ

カ

ル
な

ア
ー
チ

の
お

か
げ
で
重
苦
し
さ

や

冷

た
さ
は
感
じ
さ

せ
な

い
.

千 代 田 区 丸 の 内1-5-1

地 上38階 、 地 下4階

i丸 の 内 再 構 築.第1期 の 締 め

く く り と し て4「27聞 業10-

37階 の オ フ/ス 剖1分 は29の テ

ナ ン トで 満 室 に.ベ ン チ ャ

ー 企 業 支援 拠 点 田 不 創 乏1三ビ

レ ッ ジ .1に は 】7社 が 人 居 して

い る 地 卜'1階.一 地L7階 の

商 業 ゾ ー ン は 、 飲 食40と 物 販

1130)1謂 ・15311彗言甫力{`P章業 しrζ

い る

 

ビ
ル

の
5
分

の
ー
は
店
舗

オ

フ
ィ
ス

一
色

の

「
仕
事

す

る
町

」
だ

っ
た
丸

の
内

全
体
が

「楽

し

む
町
」

へ
と
変

貌

の
途
上

ら
し

い

ー

・
2
階
は
バ
サ
ー
ジ

ュ
と
称

し
、

ア
ク
セ
サ

リ
ー
.
バ

ッ
グ
、
チ

ョ
コ

レ
ー
ト

な
ど
、

ち

ょ

っ
と
覗
き
た
く
な
る

こ
ぢ

ん
ま
り
し

た
店
が
並
ぶ
.

パ
リ
を
歩

い
て
ふ
と
パ
サ

～
ジ

ュ
に
迷

い
込

む
と

、
1

0
0
年

ほ
ど

タ
イ
ム
ス
リ

ッ
プ
し
た

よ
う

な
、
映

い
め

ま

い
を
感
じ

た

、
狭

い
裏

道

に
屋
根
を

か
け
る
だ
け
で

ど
う
し

て
あ
ん

な
親
密

な
空

間
が

で
き
る

の
だ

ろ
う

.,
パ

リ
の
七
不
思
議
だ
、
車
道

や
ビ

ル
か
ら
隔

離
さ
れ

.
人
間

〃
が
主
入

に
な
れ
る
箱
庭

的
空
間
が

バ
リ

の
パ
サ
ー

ジ

ユ
の
魅
力
な

の
だ

ろ
う

新
丸
ビ

ル
は

各
階
9
0

0
坪

の
オ

フ
ィ

ス
空
間
を
誇

る

が
、
広
す
ぎ

る
オ

フ
ィ
ス

で
神
経

が
疲

れ

た
と
き
、
狭

く

て
楽

し

い

パ
サ
ー
ジ

ュ
が

小
さ
な

”
癒
し
ウ
を
与
え

て
く

れ
る
か
も

し
れ
な

い

.

フ
ジ
テ

レ
ビ

出
身

松
浦

茂
長

■

社

会
派
ジ

ャ

ー
ナ

リ

ス
ト
の
卦

報

ベ
ト
ナ
ム
戦
争

報

道

で
ピ

ュ
リ

ツ
ァ
ー

賞

の
元
N
Y
タ

イ
ム
ズ

記
者

の
デ
ー
ビ

ツ

ド

・
ハ
ル
バ
ー

ス
タ

ム
氏

(73
〕
が
、
交

通
事

故

で
4
月

23

日
死
去
.
加
州
大

バ
ー

ク

レ
i
校
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ

ム
学
部

で
話

し

た
後
、
学
生
が
運
転

す

る
車
で
移
動
中

だ

っ
た

、
と

24
口
付
夕

刊

に

▼

「覇
者

の
驕

り
』

の
邦
訳
出
版

で
来

日
し
た

1
9
8

7

年

5
月
ク
ラ
ブ

で
会
見

し
た

会
報

.
ク

ラ
ブ

ゲ

ス
ト

の
記

事

に
よ
る
と
、
「
も

っ

と

も

ア
メ
リ
カ
的
な

自
動
車
産
業
が
、

な

ぜ
、

ど
の
よ
う

に
[
本

に
抜
か
れ
た

の
か

を

、

へこ
の
本
で

 
描
き

た
か

っ
た

一
と

米

国

産
業
衰

退

の
原

閃

は
成
功

に
安

住

し
、

マ
ネ
:
ゲ

ー

ム
に

の
め
り
込
み
、
開

発

・
製
造
か
ら

財
務
部

門

へ
権
力
が
移
行

し

た

た
め
だ
と

も
.、

20
年
を
経
過

し

て
、

HAPPYNEWS2006表 彰式

大 賞 は神 奈 川 新 聞 「命 を救 い 完走 」

短

い
・記
事

を
読

み
直
す
だ

け

で
、

時
間

の

鏡
に
は

い
ろ
ん
な
こ
と
が
映
し
出

さ
れ
る

▼
最
後

の
質

問
に
答
え

て
、

こ
ん
な
発
言

を
.
『
ベ

ス
ト

&
ブ

ラ
イ

テ

ス
ト
』

を
書

い
た
こ
ろ
よ
り
賢

い
記
者

に
な

っ
て

い
る

と
思
う
.

当
時

は
政
治
記

者

だ

っ
た
が
、

今
は
社
会

派
ジ

ャ
ー
ナ
リ

ス
ト

に
な

っ
た

と
思
う
.

さ

ら
に
、
私
は
自

動
卓

に
は
関

・い
が
な

い
「
入

間
と
祉
会

の
変

化

に
関
、心

を
も

っ
て
こ

の
本
を
再

い
た
と

も

▼
社
会

派
に
な

っ
た
氏
は
、
そ
の
後
も

数

々
の
優

れ
た
ノ

ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を

発
表
.、
硬
派

も

の
だ

け

で
な
く

一男
た
ち

の
大

リ
ー
グ
』

『
ジ

ョ
ー

ダ

ン
』

な
ど
も
..
偶

然
、

Σ
H

K
の
衛

星
を
見

て

い
た
ら
、
米

P

B
S
が

ニ
ュ
ー
ス
の
中

で
か
な
り

の
時

間
を
さ

い

て
、

こ
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

の
業
績
を
た

た
え
、
報
道

し

て
い
た

.

〔玄

}

読 ん で しあ わ せ に な っ た6己!昇とそ の

理 由 を 書 い た コ メ ン トを募 集 す る 春の

新 聞 週 間 キ ャ ンペ ー ン 滝 鼻 卓 雄 理 事

長1写 真 左1は 新 聞 協 会 の 新 聞 メデf

ア の 強 化 に 関 す る 委 員 会 委 員 長 と して

選 考 に あ た っ た 入賞 は 神 奈 川 新 聞 び:

[命 を 救 い 完 走 」 〔07、2.20掲載}を 推 し

た 左 学 生 柏 木 克 仁 さん 〔中 央 右L.束

京 マ ラ ソ ンに 出 場 した 横 浜 市 の 救 急 救

命L古Hi茂 男 さん(同 左)が ゴ ー ル11

前、 心 肺 停 止 で 倒 れ て い た 男性.ラ ンナ
ー の 救 命 措 置 を 優 先 し、 意 識 回 復 を 礁

認 して か ら レー ス に 戻 っ た こ と を 伝 え

た も の 吉 田 さ ん も 「IIAPPYNEW∈

PBRSON」 と して 表 彰 され た.賞 状 ¢

プ レゼ ン ター は タ レ ン ト眞 鍋 か を りさ

ん 人賞 作 品 は 新 聞 協 会 ウ ェ ブ サ イ ト

に掲 載 され て い る 畦51⑪ 階 ホ ー1の

1:12.1
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コ

マ
ン
ダ

ン

テ

…
独
裁
者
の
人
間
的
な
顔

弊

社

ビ

ル

が

目

比

谷

に

移

転

し

、

プ

レ

ス

セ

ン

タ

ー

が

近

く

に

な

っ
た

お

か

げ

で

、

11

本

記

者

ク

ラ

ブ

の

試

写

会

に

足

を

向

け

る

回

数

が

自

ず

と

増

え

た

カ

ス

ト

ロ

の

ド

キ

ュ

メ

ン

ト

つ
・監

督

オ

リ

バ

ー

・
ス

ト

ー

ン

つ
・
こ

の

時

期

、

見

と

い

て

損

は

な

し

一ヒ

、
今

回

も

気

軽

に

会

場

へ
.

覇

竹

て

は

な

く

2

0

0

2
年

、

ス

ペ

イ

ン

の

テ

レ

ビ

局

の

依

頼

で

制

作

さ

れ

た

作

晶

だ

3

日

間

、

延

べ

30

時

間

に

わ

た

る

カ

ス

ト

ロ
議

.長

と

の

イ

ン

タ

ビ

ュ
ー

を

百

分

に

編

集

し

て

い

る

.イ

ン

ダ

ビ

ュ
ー

と

....口
っ

て

も

、

堅

っ
た

ま

ま

の

や

り

と

り

で

は
な

く
、
執
務
室

か

ら
街
頭
、
躯
中
、
食

事
時

の
レ
ス
ト
ラ

ン
ま

で
、
議
長

に
密
着

す

る
同
行
取
材
。

そ

の
間
に
、
革
命

に
よ

る

パ
チ
ス
タ
政
権
崩

壊

、
キ

ュ
ー
バ
危
機

か

ら

エ
リ

ア
ン
君

事

件

ま

で
キ

ュ
ー

バ

現
代
史

の
映
像
が
織

り
込
ま
れ
、
監
督

白

身

が
質
問
を
連
ね

て
行
く

.

「
ア
メ
リ
カ
打
倒

を

訴

え
る
真
意

は
」

「独

裁
者
と
呼
ば
れ

て

い
る
が
」
「宗
教

は

ア

ヘ
ン
か

-

受

け
答
え
は

早

い

「
打
倒

す

べ
き
は
腐

敗

だ

一、私

は
国

民

の
奴
隷
」

「
人
を
癒
す
宗
教

も
あ
る

一

演

説
隈
れ

の

故
か
、
.、..目葉

は
自
然

に
流
れ
出

る
印
象

「好
き
な
女
優

は

つ
・

ー
パ
イ

ア
グ

ラ
は
試

し
た
か
」
と

い

っ
た
山
球

の
処

理
は
見
て

の
お
楽

し
み
だ

ろ
う

世

の

「独
裁
者

も

、
時
に
お
や

っ
、
と

思

わ
せ
る
人
間
的

な
顔
.を
見

せ
る

そ
れ
が

作
品

の
ト

ー

ン
だ

チ

ェ
・ゲ

バ
ラ
、

長

男

フ
ィ
デ
リ
ー
ト
ら
と

の
賓
重
な
映
像
も

欧
州
、
カ
ナ

ダ
な
ど
各

国

で
は
L
映
済

み
、
米
国

で
は
03
年
に
イ

ン
デ
で

.ヘ

ン
デ
ン
ト
映

画
を
対
象
と

す

る
未
サ
ン
ダ

ン

ス
映
画

祭

で
プ
レ
ミ

ア
ヒ
映
さ
れ

た

が
、
そ
の
後

H
B
O

〔米

最

大

手

の
右
一料

チ

ャ

ン

・不

ル

局

}

で

放

送

す

る

計

.画

は

、

当

時

キ

ュ

ー

バ

で

起

き

た

フ

ェ
リ

ー

ハ
イ

ジ

ャ

ッ

ク

事

件

の

影

響

も

あ

っ
て

中

止

さ

れ

、

今

に

至

る

も

未

公

開

と

い
う

.

、再

度

の

イ

ン

タ

ビ

ュ

ー

に

基

づ

く

姉

妹

編

は

放

映

さ

れ

て

い

る

.

裏

京

新

聞

外

報

部

長

安

藤

徹

P
き
Q
騨

7
一↑
…
ロ
℃
「二
岱
戸丼
Ω
へ三
い」」.
陀C
Cド

と
=
.置
ゴ
の
門.勇
2
F≦
・二

「小
泉

自

民
党

の
や

・
ま

ー
つ

・
ち

・

か
ず

ひ
こ
、
市

政

改
筆
を
進
め
ま
す

一

2
0
0
5
年

m

月
、
神
奈
川
県
川
崎

市

{呂
前

区

の
私
鉄

駅

周
辺

で
憩
歳

の
男
牲

が

声
を

張
り
ヒ
げ

る

シ
ー

ン
か
ら
始
ま

る
、

指

南
役

が
教
え

た

の
だ

ろ
う
、
名
字

4
文

字
を

1
字
ず

つ
切

っ
て
繰
り
返
す

旗
、指

物
、

拡
遊
器
な
ど

小
道

具

一
式
を
候
補

者

自

ら
が
持
ち
歩

く

行
財
政
改
革

の
..、ロ
菓

は
踊

る
が
具
体
的

な
中
身

は
不
明
だ

映

画
は
川
崎
市

議
補

選
に
出
馬
し
た

こ

の
山
内
和
彦
氏

の
選

挙
期
間

中
の
愉
H
余

り
を
追
う
..政
治

家
志
望

の
野
心
に
満
ち

た

顔

と
は
程
遠

い
ど

こ
か
顧

り
な
げ
な
風

貌

だ

都
内
で
切
手

コ
イ

ン
商

を
営
ん
で
き

た

市
片

の
人
が
す
す

め
ら
れ
て
自
民
党

の
候
補

公
募

に
応
じ
て
選

ば
れ
、地
縁
も
な

い
落

ド

傘
候
補
と
し
て
川

崎

に
や
っ
て
き
た
の
だ

こ

の
補
選

で
議

席
を

落
と
す
と
自
民
党

は
市
議
会
第

.
党

の
座

か

ら
滑
り
落
ち
る
と
あ

っ
て
、

地
.兀
選
出
県
議
、
市

議

ら

が
シ

ロ
ウ
ト

の
山
内

氏

に

「
握
手

す

る
時

は

相

手

の

目
を
見
よ
」
と
指

導

し
、

時
に

一.や
る
気
が

あ

る

の

か
」
と
叱
責
す

る

.、
保
育

園
や
老

人
会

の
運

動

会

に

連

れ
て
行

か
れ
笑

顔

を

ふ

り
ま
き
、
神

社

の
お
祭
り

で
神

輿
、を
か

つ

ぐ

.
同
じ
選

挙
区

の
先
輩
卜叩
議

の
後
援
会

メ
ン
バ
ー

を
訪

ね
、
天
フ
回

だ
け

お
匪
話

に
な

り
ま
す

一
と
頭
を
ト
げ

る

.

一
緒

に

走
り

回
る
夫
人

に
も
周
囲
か

ら

「妻

で
は

な
く

、
家
内

と
.. .目
い
な
さ

い

一
と
注
文
も

つ
く

外
資

系
企
裳

に
勤

め

る
結
婚

3
年

目
の
夫
人

は

一あ

ん
た
が
し

っ
か
り
し
な

い
か

ら
」
と

夫

に
声
を
荒
げ

る
場
面
も

ど
た
ば

た
劇

は
映
画
自
体

も
同
じ
だ

東
大
時
代

の
同
期
坐
.で

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
在

住

の
映
画
監
督

の
想
田
和
弘

氏
が
帰
国
し

て
急
き

ょ

.
人

で
撮
影
、
編
集

し
た

シ

ナ

リ
オ

も

音

楽

も

ナ

レ
ー

シ

ョ
ン
も
な

ノ
＼

候

補
者

や
周
辺
の
動
き
を
追
う
だ
け

の

「観
察

映
画

」
と
称
す
る
作
品

が
で
き

あ
が

っ
た
、
選

挙
は
大
接
戦

で
当
選
.
し

か
し
1
年

半
後

の
今
年
4
月

の
川
崎
市
議

選
改
候
補
者

に
山
内
氏

の
名

前
は
な
か

っ

た

冷
酷

な
表

現
を
す
れ

ば
補
選
要
員
と

し

て
使

い

捨

て
ら
れ
た
と

尋.ロ
え
な

い

こ
と
も
な

い
.、
し
か
し
、

日
本
の
選
挙

の
断
面
を
見

事

に
描

い
た
映
像

は
残

っ

た

.H
本
経
済
新

聞
編
集
委

貝

中

西

晴
史

p

【』

7
二
「
三

三

・べ

Z
.一
一ズ
・

…選

挙

…
そ
の
断
面
を
見
事
に
描
写

口31
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マ
イ

B
O
O
K

マ
イ

P
R

歴

史

の

教

師

植

村

清

二植

村

靹
音

(テ
レ
ビ
東

京
出
身
)

第

.
一
の
人

生
は
、
幼

い
こ
ろ
か
ら

の
憧

れ
だ

っ
た
箸

述
業
を

一
本

の
柱

に
生
き
て

み
よ
う
と

思

っ
た
。
第

,
作

が
、

一
昨
年

上
梓
し
た
伯

父

の
評
伝

『直
木

三
十

五
伝
』

(文
藝
春
秋

)
。
第

}作
が
、
こ

の
た
び

の

「歴
史

の
教

師

植
村
清

.

.』

で
あ

る
。

こ
れ
は
、
昭
和

の
初
め
か
ら
終

わ
り
に
か

け

て
、
61
年

の
長
き
に
わ
た
り

,
教
師
を

と
お
し
た
父

の
伝

記
で
あ
る
。

ひ
と
り
の

教
師

の
生
き
方

を
と
お
し

て
、

今
[

の
目

本
を
も
た

ら
し
た
戦
後
の
教
育

を
考
え
て

も
ら
え
ば
、

著
者
と
し
て
そ

れ
以
上

の
こ

と
は
な

い
、.

(巾

央
公
論
新
社

1
8

9
0
円
)

戦

争

指

揮

官

リ

ン
カ

ー

ン

ー

ア

メ
リ

力
大

統
領

の

戦

争

内

田

義
雄

(
N
H
K
出
身
)

ア
メ
リ

カ

の

「
自
由
と
民
主

宅
義

の
た

め

の
戦
争
」
は
南

北
戦
争
か

ら
始
ま

っ
た
.、

軍
事

に
素
人

だ

っ
た
リ
ン
カ
ー

ン
大
統
領

は
、
当
時

の
最
先
端
技
術

で
あ

る
モ
ー
ル

ス
電
信
を
駆

使

し
て
将
軍
達

を
動
か
し
北

軍
を
勝
利

に
導

い
た
.
だ
が

、
戦
死
者
62

万
と

い
う
凄

惨
な
戦
争
と
な

っ
た
。
南
軍

の
リ

ー
将
軍
は

語

っ
た
。

「戦
争
が

む
ご

た

ら
し

い
の
は
い

い
こ
と
だ
。
そ
う

で
な

い
と
、
我

々
ア
メ

リ
カ
人

は
戦
争

が
好
き

に
な

り
過
ぎ

る

か
も

し

れ
な

い
」
。

ア
メ

リ
カ

の
戦
争

の
原

型

と
な

っ
た
南

北
戦
争

を

ひ
も

と
く
。
(
文
春

新
書

9
0
3
円
)

笑

っ
て

泣

い
て

歩

い
て

書

い
た

1

女

性
ジ

ャ
ー

ナ

リ

ス
ト
の
五
〇
年

金
森

ト

シ

エ

(読
売
新
聞
出
身

)

1

9
6
0
年
代

か
ら

80
年
代
に
か
け

て

書

い
た
署
名
原
稿

を

中
心

に
選
ん
で
ま
と

め
た
。
結
婚

・
出

産

退
職
制
、
女
f
若
年

定

年
制
な
ど
労
働

を
は

じ
め
政
策
参
加
、

福

祉

、
家
族
な
ど

さ
ま
ざ

ま
な
領
域

の
女

性
差

別
が
浮
き
彫

り

に
さ
れ
て
、

一
種

の

女
性

史
と

い
え

よ
う
.

同
時

に
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
家
庭
の
専
業

キ

婦

の
口
々
に
疑

問
を
持

ち
、
大
学
生
に
新

聞

記
者

に
と
チ

ャ
レ

ン
ジ

し
た
自
身

の
経

歴

や
写
真
を
加

え

て
個
人
史
と
も
な

っ
て

い
る
.

〔ド
メ

ス
出
版

1
8
9
0
円

)

ワ

ー

ク

・
ラ
イ

フ

・
バ

ラ

ン
ス
の
実

践

-

企

業
事
例
に
見

る
そ

の
手
法
と
実
際
-

久

谷

與

四
郎

〔読
売
新
聞
出
身

)

「
ワ
ー

ク

・
ラ
イ

フ

・
バ

ラ
ン
ス
」

と

い
う
言
葉
が
、
経

営
者

の
問

で

一
般
化
し

始
め
て

い
る
。
背

景

に
あ
る

の
は

底

の
見

え
な

い
出

生
率

の
落

ち
込

み
と
、

「次

世

代
育
成
支
援

対
策
法

」
の
施
行
。

政
府
は

企
業
に

「家

庭
生

活
と
両
立

で
き

る
よ
う

な
働
か
せ
方

」
を

求
め
て

い
る
。

と
は

い

え
、
「
過
労

死
」

や

「
サ

ー
ビ

ス
残

業
」

を
国
際
語

に
し
た

わ
が
国

の
こ
と
、
解
決

法
が
簡
単

に
あ

る

わ
け

で
な

い
.
試
行
錯

.誤
が
続

い
て
い
る
企
業

の
現
場
を

ル
ポ
し
、

そ
の
中
か
ら
他

の
企
業

に
も
実
務

ヒ

ン
ト

と
な
る
情
報
を
探

し
出
し

て
提
供

し
た
。

(日
本

リ
ー
ダ
ー

ズ
協
会

1
3
0
0
円
)

映

画

で

学

ぶ

お

し

ゃ

れ

な

英

語

原

島

一
男

(N

H
K
出
身

)

「
英
語
を

話

せ

る
よ
う

に
な

る

一
番
良

い
方
法
は
、
映
画

の
セ
リ

フ
を
覚
え

る
こ

と
だ
」
と
気
が

つ
い
た

の
は

50
年
も
前

の

こ
と
。
映
画

に
は

、
心

に
響
く
言

い
回
し

が
あ
ち
ら

こ
ち

ら

に
出

て
き
ま
す

。
人
生

の
機
微

に
触

れ

て
い
た
り
、
微

妙

で
繊
細

な
感
情

が
込

め
ら

れ
て

い
た

り
.

こ
の
本

で
は

、
「
タ
イ

タ

ニ
ッ
ク
」
か

ら

「
ミ
リ
オ

ン
ダ

ラ
ー

・
ベ
イ
ビ
ー
」
ま

で
45
本
を
選

ん

で
、
そ
れ
ぞ

れ

の
映
画
か

ら
印
象
的
な

フ

レ
ー
ズ
を
取

り
h
げ
ま

し

た
.一
ま
た
、
そ

の

フ
レ
ー
ズ

が
、

ほ
か
の

映
画

で
は
ど
う
使

わ
れ
て

い
る
か

に
も
注

目
し
、
T
P

O

に
よ

っ
て
使

い
方

の
違

い

を
比

べ
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

(N
H
K
出

版

1
2
6
0
円

)

け

い

反

骨

の

記

者

松

林

間

堀
越

作

治

(朝

日
新
聞
出
身

)

数
あ

る
記
者

の
中

で
も

、
こ
れ
ほ
ど
波

乱

に
富

ん
だ
人
が

い
た

だ
ろ
う
か
。
小
学

校

を

出

る
か
出

な

い
か

で
大
杉
栄

に
人

門
、
無

政
府
主
義
を
叫

ん
で
駒
込
署

に
ぶ

ち
込
ま

れ
た
。

苫

学

の
末
、
時
事

新
報

の
記
者

に
な

る

が
、
「
満
州
事
変

に
出

兵
す

る
な

」
と

い

う
反
戦
ビ

ラ
を
撒

い
て
ク
ビ

に
.
地
方

紙

の
通
信
員
と
し

て
の
活
躍
が
見
込
ま
れ

て

朝

日
新
聞

に
拾
わ
れ

る
や
、

一
.
・
二
六
事

件
な
ど

で
特
ダ
ネ
を
連
発
。

中

国
戦
線
で
は
従
軍
記
者

と
し

て
何
度

も
死
線
を
く
ぐ
り
、
南
方

で
も
活
躍
。

戦
後

は
各
地

の
支

局
長
と
し
て
後
進
を

育
成

。
今
年
満

1
0
2
歳
を
祝

っ
た
。

(東
京
図
書
出
版

会

1
2
6
0
円

)

二

・
二
六
事

件

と

は

何

だ

っ
た

の

か

前
坂

俊

之

(毎

日
新
聞
出
身

∀

70
年
経

っ
た
今

で
も
、

日
付
を
も

っ
て

呼

ぶ
以
外

に
名

づ
け
ら

れ

て
い
な

い
昭
和

11
年

の

「
2

・
26
事

件

」
。

国
内
外

の
メ

デ
ィ
ア
の
報
道
と
、
同
時

代
人

の
受

け
取

り
方
を
総
合
的

に
検
証

し
た
も

の
。
私

の

〔14)
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ワ シ ン ト ン と ホ ス ト ン て

担
当

は
朝
、
毎

、
読
、
時
事
な

ど

の
日
本

の
新
聞

の
報
道

、
雑
誌

の
特
集

な
ど

の
分

析

で
約

50
頁
。.
同
事

件
が
⇒
口
論

の
白

由
に

完
会
に
ト
ド

メ
を

さ
し
た
経
緯
を

明
ら
か

に
し
た
。
阯
界

の

メ
デ
ィ
ア
の
報
道

ぶ
り

も
各

国

10
紙

を

紹
介

し

て
お

り

興
味

深

い
。
昭
和
史

研
究

の
必
読
嘗
、

(藤
原
書
店

3
1
5
0
円

)

高

松

塚
古

墳

は

守

れ

る

か毛

利

和

雄

(N
11
K
解

説
委
員

)

地
下
か
ら
現
れ

た
飛
鳥
美
人

に

日
本
国

民
は
驚
嘆
し

た
..と

こ
ろ
が
34
年
後

の
今
、

占
墳
は
解
体

に
追

い
込
ま

れ
て

い
る
.
保

存
修
復
の
過
程

の
ど

こ
に
問
題
が
あ

っ
た

の
か
探

っ
て
み
る
と
危
機
管

理

の
態
勢

に

欠

け
る
霞
が
関

の
通
弊
が
浮

か
び
上

が

っ

て
く
る
、
そ
れ

で
は
現
地
で
保
存

す

る
方

策

は
あ

っ
た

の
か
、
保
存
科
学

の
面
か
ら

探

っ
て
み
た
。

高
松
塚
壁
画

の
保
存

問
題

を

1
0
0
年
を
超

え
る
口
本

の
文
化
財
行

政

の
歴
史

の
中

に
位
置
づ
け

て
論
じ
た

。

(日
本
放
送
出
版
協
会

1
1
2

4
円

)

マ
ス

コ
ミ
生

存

の
条
件

W

e
b
20

が

変
え
る

メ
デ

ィ
ア
地
図吉

村

久
夫

(日
経
B
P
特
別
参
与
)

清
華
大
学
で

「
日
本
の
メ
デ
ィ
ア

・
現

状
と
課
題
」
を
6
回
に
分
け
て
講
義
し
た
.、

優
秀

で
熱
心
な
学
生

に
教

え

る
た
め
に
、

半
世
紀

近
く
過

ご
し
た

日
本

の
メ
デ
ィ
ア

の
実
態

を
あ
ら
た
め

て
勉

強
し
た
。

マ
ス
メ
デ
ィ

ア
は
イ

ン
タ
～
ネ

ッ
ト

の

登
場

に
よ

っ
て
世
界
的

に
歴
史
的
な
岐
路

に
立
た
さ
れ

て

い
る
、

だ
が
、

既
存

メ
デ

ィ

ア

の
重

要
性

は
む

し

ろ
高

ま

っ
て

い

る
.、情
報

氾
濫
の
ネ

ッ
ト
祉

会

に
あ

っ
て
、

マ
ス
メ

デ
ィ
ア
は
今

こ
そ
本

来

の
使
命
を

再
確
認

し
、
高

い
志
を
持

っ
て
、
よ
り
良

質

の
情
報
を
提

供
す

べ
き
責
任
が
あ
る
。

〔口
経
B

P
企
画

1
4
7
0
円
)

「青

森

・
東

通
」
と

原

子

力

と

の

共

栄

渡
部

行

へ[
本

工
業
新

聞
出
身
)

原
子
力
発
電

が
世
界

的

に
再
評
価
さ
れ

て

い
る
な
か
、

日
本

で
原
子
力
関
連
施

設

が
集

中
立
地
さ

れ
て

い
る

の
は
、
青
森
県

下
北
半
島

だ
、
3

つ
の
原
発

、
鳳
子
燃
料

の

サ
イ

ク
ル
施
設

、
中
間
貯
蔵

、
核
融
合
実
験

施
設
な
ど

が
揃

い
、
今

や
世

界

.
の
原
子

力
.平
和

利
用
セ
ン
タ
ー
に
発

展
し

て
い
る
.

総
投

資
額
は

5
兆
円

に
達
す

る
兄
込
み

で
、
地

域
振
興

で
も
大
き

な
成

果
を
上
げ

て

い
る
。
現
地
取

材
を
中
心

に
、

こ
の
雄

大
な
国

策
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
を

リ
ポ
ー
ト
。

多
く

の
関
係
者
に

も
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
し

て

い
る
。(東

洋
経
済
新
報
社

1
8
9
0
円
)

ありがた きかな伝 家の宝刀
一米国で実感した会員証の威力

キ

ュ
ー
バ
も
含

め
世

界
各

地

の
民
族
問
題
を

研

究
し
て

い
る
畏
友

K

さ

ん

の
お
誘

い
を

い
た

だ

い
て
、
滞
在

先

の

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
か

ら

メ
キ

シ

コ
の
カ
ン
ク
ン
を
経

て

ハ
バ
ナ
人
り

し
た

の

が

2

月

27

日

の
夕

刻

だ
。

そ
こ
で
、
成

田
か

ら

カ
ナ
ダ
経
由

で
直
行

し

て
き
た
K
さ
ん
ら

6

人

の
本

隊

と

落

ち

合

い
,
3
月

5

日
に
再
度
N
Y
に
戻

る
ま

で
、
6
都
市

を

駆

け
足
で
め
ぐ
り
、

ソ

連
頼

み
の
時

代

と

は

…
変
し
た

「
今

の

キ

ュ
ー
バ
」

の
匂

い
を
嗅

い
で
き

た

、

か
つ
て
大
財

閥

デ
ュ
ポ
ン
氏
が
丸
ご
と

所
有
し
て

い
た

大

西
洋
岸

の
景

勝

の
地

ヴ

ァ
ル
デ

ッ
ロ
は
、
巨
大
ホ
テ
ル
の
林

立

す
る
大
リ
ゾ
ー
ト
地
に
変
身
し
て
い
た
.

長

い
前

置

き

に
な

っ
た
、
ア
メ
リ

カ

に
戻

っ
た

私

は

そ

の
足

で
、
懸

案

だ

つ

た

ワ
シ
ン
ト

ン

の
ブ

ル

ッ
キ

ン
グ
ズ

研

究
所
訪

問
を

果

た

し
、
残

っ
た
時

間

を

活

用
す
べ
く
そ

こ
か
ら
ほ
ど
近

い
戦
略

研
究

の
メ
ッ
カ
、
C
S

I
S
に
立
ち
寄

っ

た
と

こ
ろ
、
折

か

ら
中

国
外
交

論

の
好

著
を
あ
ら
わ
し

て
評

判
の
筆
者

を
囲

ん

で
シ
ン
ポ
ジ

ウ

ム

の
開
催
中
だ

っ
た
,

残
念

な

が

ら

招

待

者

の
み

に
限

定

で

す
、
と
気

の
毒

が
る
案

内

嬢

の
目
が
私

が
ず
ら

り
と
並

べ
た

カ
ー
ド

の
ひ
と

つ

に
と
ま

っ
た
。
彼
女

は
叫

ん
だ
.
「
O
h
、

日
本

の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
プ
レ

ス
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー

の
お
方
1

大
歓

迎

で
す
」
、.

数

[
後

、
私
は

ユ
ハ
ー
バ
ー
ド

の
I

D
以
外

人
場
厳
禁
」
と
掲
示

さ
れ
警
備

線
を
張
り

め
ぐ
ら
し
た
ケ
ネ

デ

ィ
行
政

大
学
院

の
、
黒
山
の
人
だ
か
り

の
す

る

玄
関
に

い
た
。
こ
ん
ど
は
迷
わ
ず
会
員

証
を
差

し
出

し
た
。
大
学

広
報
官
が
呼

ば
れ
警
官

と

2
人
が
か
り

で
丹
念

に
点

検
し
お
え

る
と
、
演
壇
.間
近

の
プ

レ
ス

専

用
席

ま

で
丁
重

に
案

内

し

て
く

れ

た
.、
学
生
.た
ち

の
繰
り
出
す

タ

フ
な
質

問
に
、
と
き

に
た
じ
ろ
ぎ

つ
つ
も

ひ
た

む
き

に
答

え

ぬ

く
ド
ビ

ル

パ

ン
仏
首

相
..
そ

の
た
び

に
満
場
が

ス
タ

ン
デ

ィ

ン
グ

・
オ

ベ
ー
シ
ョ
ン
で
応

え
た
。

講

演

後

、
人
混
み

の
力

で
首

相

の
す

ぐ
側
ま

で
押

し

つ
け
ら
れ
た
私

を
ボ
デ

ィ
ー
ガ

ー
ド
が
荒

々
し
く
排

除
し
よ
う

と
し
た
が
、
そ
の
腕
を
か

い
く

ぐ

っ
て
ド

首
相
が
手

を
差

し
出
し
て
握

手

し
て
く

れ
る
と

い
う

お
ま
け
ま
で

つ
い
て
き
た
。

米
国

の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
プ

レ

ス
ク
ラ
ブ

と

い
ち
は

や
く
兄
弟
関
係
を
結

び
、

ク

ラ
ブ
を

世
界

に
開
く
努
力

を
積

み
重
ね

て
こ
ら
れ
た
先
達

の
方

々
に
あ
ら
た
め

て
脱
帽

・
感
謝
す
る
。

N
H
K
出
身

鈴
木

博
信

U5)



囲 彫'葛 籠 琴..』1
2007.5.10No.447

醸
会
議

報
告
醸

2
0
0
7
年
度
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
賞
選
考

委
員

会

(4

・
6

大
会
議
室
V

ク
ラ
ブ
賞
推
薦
委
員
会

の
佐
藤
信
行
委

員
長

の
報
告

を
受
け
た
後
、
選
考

に
人
り

、

松

本
仁

一

(朝
日
新

聞
編

集
委

員
)
、
清

水
美
和

〔中
口
新
聞
東
京

本
社
論
説
委
員
)

の
両
氏

を
授
賞
者
と
し
て
理
事
会

に
答
申

す

る

こ
と
を
決
め
た
、.

出
席

朝
比
奈
委
員
長
、
喜
多
、
住
田
、

竹

田
、
宇
治

、
金
平
、
島

田
、
小
櫃
、
玉

川
の
各
委

員
、
滝
鼻
理
事
長

、
吉

田
.
.右

村

の
両
副

理
事

長
、
岩
崎

専
務
理
事
、

第
捌
回
会
報
委
員
会

(4
・9

小
会
議
室
〕

4
月
号

に

つ
い
て
意
見
交
換

し
た
後

、

5
月
号

の
編
集

に

つ
い
て
協
議

し
た
。

出
席

住

田
委
員
長
、
伊
藤

、
仙
石
、
高

橋
、
松

本

の
各
委
員
。

●
ゴ

ル
フ
の
会

長

谷

川
創

一
会
員

が

初
優

勝

第

88
同
ゴ
ル

フ
会

が
好

天

に
恵
ま
れ
た

4
月

27
[

(金

〉、
東

京

よ

み
う
り
カ

ン

ト
リ
ー
ク
ラ

プ

に

23

人

(初

参

加

5

入
)が
集

い
、

開
催
さ
れ
ま

し
た
、
昨
年

第

謝
回
企
画
委

員
会

(4

・
10

宴
会
場
)

司
会
を
し
た

委

員
か
ら

の
行
事
報
告

の

後

、
今
後
の
ゲ

ス
ト
候
補
や
7
月

の
参

院

選

へ
の
対
応
、

8
月

に
開
催
す
る
記
者
研

修

会
な
ど
に

つ
い
て
意

見
を
交
換
し
た
、

出

席

宇
治
委

員

長
、
宮

田
、
石
井

、
山

田
、
中
ヰ

(良

)
、
橋
本
、
中
井

(康

)
、

長
谷
部
、
矢
島

、
菅

沼
、
長
谷
川
、
田
崎
、

國
府

、
井
田
、

和

出
、
中
島
、
藤
村

、
柴

田

の
各
委
貝
、

第
説
回
会
員
資

格
委
員
会

(4

・
17

シ
ル
バ
ー
ル
ー
ム
)

新
委
員
の
森

嶋
幹

夫
毎
日
新
聞
論

説
副

委
員
長

(旧

・
高

畑
昭
男
氏

〕
を

紹
介
し

た
後
、

5
月
-

日
付

の
会
員
入
退

会
を
審

議

し
、
理
事
会

に
答
申

し
た
..

出
席

森
嶋
、

伝

川
、
石
川
、

二
藤
部
、

今
井
、
田
中
、

柿

原
、
今

田
の
各

委
員
,

秋

の
大

会
が

大

雨

で
中
止

に
な

っ
た

た

め
、
今
回
が
出

直

し

の
コ
ン
ペ
。

「あ

の
大
雨

の
こ
と
を
思
う
と

今

日
は

す
ば
ら
し

い
条

件

の
も
と
で
プ

レ
ー

で
き

た

こ
と
が
勝
因

」

と
優
勝

の
弁
を
語

っ
た

の
は
長
谷
川
創

.
会
員

(写
真
上

・
広
島

ホ
ー
ム
テ
レ
ビ

O

B
)
で
し
た
、.

2
位
は
初
参

加

の
青
木
徹
郎
会

員

(T

B
S
O
B
〕、
3

位
は
同
じ
く
初
参
.加

の
小

林
樹
会
員

(テ

レ
ビ
朝
H
O
B
)
で
し
た
。

懇
親
会

で
は

、
肋
骨
を
折

っ
て
も
、
医

第
34
回
監
事
会

(4

・
17

大
会
議
室
)

2
0
0
6
年
度

の
会
計

監
査
を
行

っ
た
.

出
席

山
本
、
中
西
、
舟
橋

の
各
監
事
.

第

93
回
総
務
委

員
会

(4
・
19

小
会
議
室
V

 -ー
)2
0
0
6
年
度
事
業

報
告

・
同
収
支

決
算
案

な
ら
び

に
次
期

繰
越
収
支
差
額
処

分
案

(次
期

繰
越

収
支
差
額

6
7
8
6
万

9
2
6
3
円

の
う
ち
、
資
産

準
備
積
立
預

金

に
2
0

0
0

万
円
、
退

職
準
備
積
立
預

金

に
1
0

0
0
万
円
、
増

加
賃
料
積
立
預

金

に
1
0
0
0
万
円
を

そ
れ

ぞ
れ
積

み
増

し
し
、

2
7
8

6
万
9
2

6
3
円
を
次
期

に
繰
り
越

す
)
を
決
定
し

た
.
②

役
員
選

出
委
員
会

(総
務
委
員
会

で
構
成
)
と
し

て
第

18
期

(07

・
08
年
度

〕
役
員
構
成
社

案

の
原
案
を
承

認
し
た
。

出
席

朝

比
奈

委
員
長

、
竹

田
、
島
田
、

者

の
忠

告
を
押

し
切

っ
て
参

加
し
た
Y
会

員

、
背

中

の
で
き
も

の
を

切
開
し
た
た
め

治
療

の
た
め
パ

ー
テ
ィ
ー
を
途
中
退
席
し

た
H
会
員
、
プ

レ
ー
中

の
息
切

れ
に
備
え

て
小
型
酸
素
ボ

ン
ベ
を
持
参
.し
た
N
会
員

な
ど

の
剛
毅

さ
が
話
題

に
.

ま
た

「
パ
ン

カ
ー
に
入

っ
た

の
を
キ

ャ
デ

ィ
ー
が
見

て

い
た

の
に
消
え

た
ボ
ー

ル
」

や

「
4
人

で

プ

レ
ー
し
た
18

ホ
ー
ル
で
パ
:
プ
レ
ー
が

た

っ
た

の
1
回
だ

け
」
な
ど

の
珍
プ
レ
ー

も
公
表
さ
れ
ま

し
た
.、

(小
橋

)

鳥
居

の
各
委
員
、
滝

鼻
理
事
長
、
吉

田
、

石
村

の
両
副
理
事

長
、
岩
崎
専
務
理
事

..

第

娚
回
理
事
会

(4

・
19

大
会
議
室
)

⊃

2
0
0
6
年
度
事

業
報
告

・
同
収
支

決

算

案
を
次
期
繰
越

収
支
差
額
処
分
案
と

あ

わ

せ
て
総
務
委

員
会
案
通
り
承
認
し
、
第

70
回
総
会
に
上

程
す

る

こ
と
に
し
た

、

②

2
0

0
7
年

度

目

本
記
者

ク

ラ
ブ

賞

を

、
選
考
委
員
会

(朝

比
奈
委
貝
長

)

の

答

申
通
り
、
松
本
仁

一
、
清
水
美
和

の
両

氏

に
贈
る

こ
と
を

決
定

し
た
.

③
第

18
則

(07

・
08
年
度

)
役
員
構

成
社

を

、役
貝
選
出
委

員
会

案
通
り
決
定

し
た

.

出
席

滝
鼻
理
事
長

、
吉
田
、
石
村

の
両

副
理
事
長
、
岩
崎
専

務
理
事
、
朝
比
奈

、

竹
円
、
日
、
妹
尾

、
島

田
、
熊
村
、
佐

藤

(重
)
、
高
木

、
鳥

居
、
佐
藤

(嘉

)

の
各

理
事
。
山
本
、
中
西

の
両
監
事
.、

●

囲
碁

の
会

(
4
月

28
日
〉

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー

ク
初
日
、
関
東
地

方
は
強
風
と
雷
雨

の
荒
天

.
し
か
し
、

ク

ラ
ブ
碁
会
所

は
22
人

の
会
員

で
賑
わ

い
ま

し
た

.
伊
藤
光
彦

会
員
も
久
し
ぶ
り

に
顔

を
見

せ
て
く
れ
ま
し

た

.

07
年
度
を
好
成
績

で

ス
タ
ー
ト
し
た

の

は
塚

本

一

〔4
連

勝

)
、
山
城
孝

夫

(3

連

墜

、
石
僑
俊
彦

(
4
勝

-
敗
)
、
佐

沢

利
和
、
相

川
誠

一
、
安

田
志
郎

(と
も

に

3
勝

-
敗
)
の
み
な
さ

ん
で
し
た
..(
河
野

)

:16[
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取
材
記
者

が
直

面
す
る
様

々
な
問
題

に

つ
い
て
新
聞

・
放

送

界
O
B
と

現
役

記
者

と
が
率
直
に
意
見

を
交
換
し
切
磋
琢
磨
す

る
懇

談
会

「
土

曜

サ

ロ
ン
」
が
今

春
、
6

周
年
を
迎
え
ま
し
た
、

2
0
0
1
年

4
月
28
11
か

ら
、
原
則
と

し

て
隔
月
最
終

土

曜
日
の
午
後

2
時
半
か

ら
5
時
半
ま

で
、
毎

回
20
～
30
人
が
参
加

し

て
ブ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
9
階
ク

ラ
ブ
レ
ス

ト

ラ
ン
で
開

い
て

い
ま
す
が
、
3
月

31
日

の
第
36
回
で
6
周
年

と
な

っ
た
わ
け

で
す
、

蕪
青
木
彰
さ

ん
の
発
案

で
ス
タ
ー
ト

も
と
も

と
、産

経

新
聞
編
集
局

長

の
後
、

筑
波
大
学
な
ど

で
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
教

え

て
た
く
さ
ん

の
記

者
を
育

て
た
故

青
木

彰
さ
ん
の
発
案

で
朝

H
、
毎

日
、

読
売
、

日
経
、
共
同

通
信

の
O
B
が
参

加

し
た
懇

談
で
始
ま
り
、

そ

の
後
、
中
国
新

聞
、
N

H
K
の
O
B
も

加

わ

っ
た

「三
水
会

」

(隔

月
第
3
水
曜

日
夜

に
懇

談
〕
が
母
体

で
し

た
、イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
中
心

に
21
世
紀

の

メ
デ
ィ
ア

・
ビ

ッ
グ
バ
ン
が
到
来

し

て
新

聞

・
通
信

・
放

送

の
現
場
が
大

き
く

揺
さ

ぶ
ら
れ
て
い
る
中

、
第

【
線

の
記

者

や
デ

ス
ク
た
ち
が
苦

し

み
な
が
ら
取
り
紐

ん
で

い
る
具
体
的
な

問

題
を
討
議
し
た

テ
ー

マ

は
、
幅
広
く
多

岐

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
.

▼
過
熱
取
材

・
報
道
と
被
害
を
考

え

る

▼
現
場
か
ら
見

た
記
者

ク
ラ
ブ
改
吊

▽
取

材
規

制
と
報
道

萎
縮

の
は

ざ
ま
で
▼
危
な

い
銀
行

・企
業
を
ど
う
報

道
す
る
か
▼

.
永

田
町

政
治
”
を
ど
う
取

材

・
報
道
す

る
か

▼
国
際

報
道

の
新

し

い
手

法
を
探
る

▼
ス

ポ
ー

ツ
報
道

▼
報
道

と
第

.一.者
機
関

▼
メ

デ
ィ

ア
と
女
性

▼
肚
論
と

メ
デ
ィ
ア
▼
皇

室
報

道

の
間
題

点

▼
い
ま

地
方
紙
が
元
気

▼
ラ
イ
プ
ド

ア
に
よ
る

ニ

ッ
ポ
ン
放
送
買

収
劇

▼
プ

ロ
グ

・
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
期

待

で
き

る
か

▼
い
ま
、

な
ぜ
ジ

ャ
～
ナ
リ

ス
ト
教

ムーー
か

▼
小
泉
政

権
5
年
と
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ

ム
の
反
省

▼
サ

マ
ワ
そ

の
後

自

出

席
が
少
な
く

、
O
B

・
O
G
中

・い
に
な

る
傾
向
が
強

い
,

討
論
で
も
現
役

の
発

.、.[

が
少
な
く
、
O

B
だ
け
が
占

い
常

識

を

べ

ー

ス
に
議
論
す

る
結
果
に
な
り
が
ち

.

⑫
.毎

回
、
テ
ー

マ
に
詳
し

い
で
き

る
だ

け

現
役

の
ゲ
ス
ト

・
ス
ピ
ー
カ
ー
に
最

初

に

報

告
し
て
も

ら

っ
た
L
で
討
議
す

る
が

、

ゲ
ス
ト

へ
の
質

疑
応

答
に
時
間

を
と

ら
れ

て
議
論
が
ト
.分

に
深
め
ら
れ
な

い
.

⑨

6
年

経

っ
て

テ
ー

マ
が

一
巡

し
た

こ
と

も
あ
り
、
個

々

の
問

題
に
ば
か
り

か
か

わ

っ
て
、
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ズ

ム
の
基

本

に
立
ち

「
土
曜
サ

ロ
ン
」

に
も

っ
と
参

加
を

現
役

・
O
B
の
切
磋
琢
磨
で
6
周
年

衛

隊

は
何
を

し
た

の
か

▼
テ
レ
ビ

“
あ
る

あ

る
問
題

”
そ

の
背
景
と
波

紋

〔前

回

〕

な
ど
。

懸
ま
だ
少
な

い
現
役
記
者
の
参
加

し
か
し

こ
の

「翫
曜

サ

ロ
ン
」
も
、
せ

っ
か
く

内
容

の
あ
る
議
論

で
将
来

へ
の
具

体
的

な

処
方
箋

も
出
せ
る
よ
う

に
な

っ
た

の
に
、
「
サ

ロ
ン
」
と
し

て
改
革
す

べ
き

い

く

つ
か

の
問
題

が
、
次

の
よ

う
な
反
省
と

し
て
浮

卜
.し
て
き
ま
し
た
。

一㊤
土

曜

[
午

後

の
た
め
も

あ

っ
て
現
役

の

返

っ
た
討
議
が
希

薄
に
な

っ
た
、

④

討
議

の
内
容

を
、
特

に
現
役

の
立
場

を

考
慮

し
て
原

則

オ

フ
レ
コ
に
し

て

い
る
も

の
の
、
必
ず
し
も

突

っ
込

ん
だ
議
論

に
な

っ
て
い
な

い
,

懸
各
社

の
記
者

研

修

に
利
用
の
案

も

い
ず

れ
も

「サ

ロ
ン
」

の
参
加

者

の
中

か

ら
出

て
き
た
反

省

で
す

が
、
こ
れ

ら
を

改

め
る
次
の
よ

う

な
改
革
案
も
出

て
き

て

い
ま
す
.

①

現
役
も
出

や

す

い
よ
う

に
、
曜
目

・
時

問
を
、吟
検

討
、
各
社

の
記

者
研
修

の
場
に

も
利
用

で
き
る
よ
う

に
各

社

に
担
当
者

を

決
め

て
も
ら
う
な
ど
、
協

力
を
求

め
る
・

開
催

の
案

内
も
各
社

の
編

集

・
報
道
局

や

研
修
部
門
な
ど
に
幅
広
く
出
す
..

2
テ
ー

マ
の
設
定
を
現

役
向

き

に
し
、

ゲ

ス
ト

・
ス
ピ

ー
カ
ー
も

現
役

の
関
心

の
高

い
人
を
選
ぶ
.

3
議
論

す
る
だ
け
の
サ

ロ
ン
か
ら
問
題
提

起

の
場

へ
進

め
、
ジ

ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
の
改

革
を
中
心

に
据
え
る
.

4
原

則

オ

フ
レ
コ
を

原
則
オ

ン
レ

コ
に
し
、

発
言
者

の
希
望
で
指
定

箇
所

だ
け
オ

フ
レ

コ
に
す

る
。
討
議
の
成

果
も

出
版
物

や
プ

ロ
グ
な
ど

で
公
開
す
る
、

*

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え

て
、
「
上
曜
サ

ロ
ン
」
改

革

へ
の
ご
意

見
と
と

も

に
、

H

本
記
者

ク
ラ
ブ
会
員

の
サ

ロ
ン

へ
の
積
極

的
な
ご
参

加
と
、
そ

こ
で
の
活
発
な
ご
討

議
、
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
.

(「...水

会
」
世
話
人

11
中
江
利
忠
)

次
回

「土
曜

サ
ロ
ン
」

の
お
知
ら
せ

5
月

26

日

(十

)
午
後

2
時
半

か
ら
プ

レ
ス
セ
ン
タ
ー
9
階
ク

ラ
ブ
レ
ス
ト
ラ
ン
.

テ
ー

マ
は
「
野
球
界
と
カ
ネ

と

メ
デ
ィ
ア
」
.

ケ

ス
ト
.
ス
ピ

ー
カ
ー
は
、
朝

目
新

聞
編
集

委
員

・.曲
村

欣
也
さ

ん
と

元

N

H
K

ス
ポ

ー
ツ
プ

ロ
デ
ユ
ー
サ
ー
・杉
山
茂
さ
ん
で
す
。

〔17)
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屠 新 しいOB会 員

クラブ施設で は会員に よる各種 の会 合が 行われて い ま

す、企業や大使館な どの賛助 会貫も記 者発 表の場 として ク

ラブを利用 してい ます

■ 「星 の 王子 さま」原 画 発見 記 者懇 談会

サ ン=テ グ ジュペ リの 直 筆原 画が 山梨 県 の 「え ほん ミ

ュー ジアム清 里 」で現 存 してい る こ とが 確 認 され た。 原

画公 開 を 前に渋 谷穂 さん(同 美術館 主宰)と サ ン=テ グ

ジュペ リの お い ・フ ラ ンソ ワ ・ダゲ ー氏 らが会 見 した.

原 画 は下 記の地 方巡 回 展 で公 開 され る。(4.4宴 会場)

◆ 大丸 ミュ ー ジ ア ム京 都(5.16-5.28〕 ◆ 大 丸 ミュー ジ

ア ム 神 戸(7,18～7.30}◆ 大 丸 札 幌 店 〔8,8-8.20)◆ 三

越 名古 屋 栄店 〔8.29～9,9)

照 会 先:同 展 覧 会広報 事 務 局Tel:03-3401-6741

〔エ フ コ ミュニ ケ イ シ ョンズ内)

■ 日本 ジ ャーナ リス ト懇 言舌会4月 例会

中村 史郎 朝 日新 聞外 報 グル ープ 次長 が 「中 国の世 界戦

略 と対 日関係 」のテ ーマ で 講演 した。 〔4」7大 会議室}

■ ボ ー ン ・上 田記 念 国際記 者 賞授 賞式

同賞 は国際 報道 で優 れた業 績 を挙 げ た ジ ャー ナ リス ト

に贈 られ る.2006年 度 は朝 日新 聞中 国総 局 の坂 尻信 義記

者 〔4Dと 共同 通信 外 信部 〔前 ワ シ ン トン 支局員)の 太

田 昌克 記 者(38),坂 尻 記者 は北 朝鮮 の核 問題 をめ ぐる

6力 国協 議 関連 の 一連 の報 道 と、 中国 の胡 錦濤 主席 の イ

ン ド初 訪問 の スクー プが評 価 され た。 太 田記 者 は米国 立

公文 再館 な どの資 料 を も とに戦 中 ・戦 後 の 史実 を発掘 し

たほか 、北 朝鮮 の 核実 験 が 失敗 だっ た との 米政府 の 見解

をい ち早 く伝 え るな ど核 をめ ぐる問題 で も優 れ た報 道 を

続 け た こ とが 評価 され た 〔4,[710階 ホー ル)

照 会先=日 本新 聞協 会総 務担 当Te1:03・3591-4402

8未 来 をひ らく 日本 委 員会10周 年記 念 特別 講 演

同 委員 会 〔尾 畑 雅 美代 表 ・元NHK)の10周 年 記 念 と

して 目本経 済新 聞 の杉 田亮 毅 社 長が 「新 しい地 平 をひ ら

く」 と題 して 講演 したこ コー デ ィネー ターは 毎[1新 聞の

岸 井 成格特 別編 集委 員.;.〔4.1910階 ホ ー ル)

照 会先:同 委 員 会事務 局Tel:03・3592・9500

http:〃www.niho賄11kal.com/

■ ニ ュー ジーラ ン ド農林 水産 大 臣記者 会 見

ジム ・ア ンダー トン農林 水産 相 兼バ イオセ キ ュ リテ ィ

ー 桐が 来 日した 、 「BSEは わが 国で は発 生 して い ない。

今後 も発 生 リス クが最 も低 い 国 と位 置づ け られて い る」

と語 り、 品 質、 安 全性 に 関心 が 高い 日本 の消 費 者に 自国

の 農 産物 は 十分応 え られ る とPRし た。会見 後は 隣室 で 、

NZ牧 草 牛 の料理 とワ インを楽 しむ レセプ シ ョンも行 わ

れた,〔4.23且0階 ホ ー ル}

照 会 先;ミ ー ト&ウ ー ル ニ ュー ジー ラ ン ド

infG@newzealand-beefjp

■ アー ミテ ー ジ元米 国務 副長 官 講演 会

アー ミテー ジ氏が 中 心 とな り対 ア ジア戦 略 と政 策提 言

を まとめ 、「日米同 盟2020年 まで の ア ジアの 望 ま しいあ

り方へ の展 望 」(ア ー ミテー ジ ・リポ ー トmと して発

表 した。 その リポー トを踏 まえ 日本 の進 路 につ いて 講演

した.主 催 はUSJapanLINK(田 村玲 子 理事 長 二元 産 経),

`4.2610階 ホ ー ル)

■ 読 売国 際会 議特 別 フ ォー ラム 「日本 の 決断 一 憲法 の あ

り方 を考 える」

憲法 施行60周 年 を記 念 して 東京 会議 ・読 売 国際経 済 懇

話 会、 読亮 新聞 憲 法問 題研 究 会が 主催 した。 巾 山太郎 衆

院 憲法 調 査特 別 委 委員 長が 基 調講演 した後 、船 田元 同委

員 会 自民 党理事 、 枝野 辛 男民 主党 憲法 調査 会 長、 赤松 止

雄 公 明党 憲法調 査 会座 長 、 中西寛 京大 教授 、 北 岡伸 一一東

大 教授 らが 討論 した。 〔4.2810階 ホー ル)

照 会先;読 売 新 聞調 査研 究 本部Tel二 〇3-3216・8904

(18}
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バ ー 、 レ ス トラ ン、 宴 会

r約 電 話 和食3503・2723洋 食3503-2766

ス タ ン ダ ー ドジ ャズ ・シ リー ズ

薗 5月 は 「SAMBAPATI君 に 捧 げ

る サ ンバ 」

カ クテ ル名 は 「黄 色 い バ ラ」で す.ド ラ イジ

ン と マ ラ ス キ ー ノ をベ ー ス に 、 オ レ ン ジ ジ ュ ー ス と レモ

ン ジ ュ ー ス な どで ア レ ン ジ し ま した 、

皐 月 懐 石 コ ー ス 〔6月1日 まで}

鴎 旬 の い さき、蛤 な どを使 い、 初 夏 を感 じてい

た だ け るよ う盛 りつ け に も⊥メこしてい ます 、冷

酒つ きで5250円 です,、(板 長;藁 科浩}

先 付;枝 豆 豆腐 鰻芥 子和 え お椀:蛤 真丈 、 水前 寺の

り 生 もの=刺 身 三点 盛 り 焼 物:い さ き焼 きひた し

煮物;焼 き茄壬 雲丹 寄 せ 揚 物 二矢羽 根蓮 根 帆立 い こみ

食 事1焼 きお に ぎ り茶漬 け 水 菓f;西 瓜

オ マ ー ル 海 老 デ ィナ ー コ ー ス 崎 月29日 ま耐

圏 カ ナ ダ産 の 生 の オ マ ー ル 海 老 を ゆ で 、 ニ ン

ニ ク と オ リー ブ オ イ ル の ソ ー ス で め しあ が っ

て い た だ き ま す 。 こ れ に前 菓 、 スー プ 、 サ ラ ダ 、 デザ ー

ト、 コ ー ヒ ー.パ ンが つ い て4410円 で す 、,

{シ ェ フ:黒 須 修 ・】

8月 の部 蟹 代.鯵半 頗で す

8月 の 貸室 料 金 は一 律5割 引 きで す。 社 内の暑 気 払 い

や 旧 友 との 同窓 会 には、 宴 会特 別 プラ ンが お得 です,15

人 ほ どの ご利 用 で、部 屋代 を含 め会 費 は500011」でお つ り

が きます 、 まだ空 い てい る 目 もあ ります の で、早 め に ご

予 約 く だ さ い。 詳 細 は 貸 室 予 約 担 当 へ(03-3503-

2724).

ア ラス カの櫃 人 によ るヘ ル シ ーク ッキ ング本

レス トラ ンア ラ スカが 監修 した料 理 本 『おい しく食べ

て治 す穂 尿 病 』 『お い し く食べ て治 す 腎臓 病 」 が 出版 さ

れ ま した(日 東 書 院 各1050「「P,燃 須 シ よ フ、藁 科 板

長 らが 考案 した カロ リー控 えめの ごちそ う レシピが紹 介

されて い ます。 寄贈 して いた だ き ま したの で 、 ラウ ンジ

の 図書 コー ナー で 閲覧 で き ます 。

ク ラ ブ の.電話 ダ イ ヤ ル イ ン

和 食 レス トラ ン(9階)会 貝事 務

3503-27233503-2725

洋 食=レス トラ ンqO階1経 理

3503-27663503-2728

貸 室予約 、宴 会打 ち合 わせ

3503-2724

受 付 会 見申 し込み ア ドレ ス

,。3男、曝霜2申7し急URL。 蹄 讐@jl脚 ゆ
3503-2722hupン 「/wwwj叩c .Qr.jp

.=III
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会 報委 員会

委 員長=住 田良 能

委 貝=池 谷 忍 石 田昭彦 伊藤 .三郎 仙石f申也

高橋 利行 酉田善 夫 松 本 侑 モ ∫・

連 絡=長 谷 川和 了・ 本 庄1{月

1電 話03-3503-2752FAXO3-3503-727P

5月 鱗 日に記 念講 演 と会 員懇 親 会

すで に ご案内 の よ うに 、5[」24日 〔木1午 後4時'Fか

ら、作家 ・塩野L生 さん を迎 え、IO階 ホ ー ルで総 会記 念

講演 会が 開 催 され ま『む 「.ローマ 人の物 語』 を井 き終 え

て1の 演 題 で短 くお 請 しい た だいた 後 、出 席 汗の 質問 に

答 えてい た だ き ます 、.引き続 き、5時 「Fからは9階 宴 会

場 で 会員懇 親 会 も行 われ ます.準 備 の都 合が あ ります の

で 、出 席 を 希望 され る 方は 事前 にお 申 し込み くだ さい..

川席 申 し込 みFAXO3・3503-7271〆rELO3-3503-2722

電.野メー ルk雄ken@」11pc.{}r.jp

カ ー ドス タン ドに会 員証 を

レス トラ ンを利用 され る際 は 、 テー プ ルの上の カー ド

ス タ ン ドに 会員 甜iを置 くようご協 力 願い ます 、、

会 員で ない 記 者 も社 員証や1.1本記 者 ケ ラブ取 材 証 を提

示 して い ただ けれ ば 、 クラブ 施設 を利 用 で き ます。 和 食

〔g階1洋 食([0階,レ ス トラ ン とも ラ ンチ は 午 後2時 半

までrラ ス トオー ダー2時)オ ー プ ン してい ますの で 、

夕i二ll締切 後 の遅 い 昼食 を とるの に 有効 に使 って い ただ け

れば と思 い ます、 ご案内 くだ さい.、

〈言ト報 〉

植 田新 也産経 新 聞社 顧 問(元 代 表取 締 役祉 長77歳:〕

が4月2〔 川 、 すい臓 癌 の ため 死去 され ま した.謹 んで ご

.冥福 をお祈 りいた し ます、.

〈 会 員 現 況 〉法 入 会 貝146社 基 本 会 員807人

個 人 会員L639人 法 人 ・個 人 賛助 会1員72社180人

特 別 賛助 会 員75人 名 誉 ・功労 会員9人

言1.71只 ネ十 ワ7i∩八

HPh盤P:〃 剛 聯.併.jツ

「会 見 速 記 録 」:4月 の 新 規 掲 載

● 高 原 明 生 東 京 大 学 教 授 「中 岡 外 交.巾 米 関 係 を 中

心 に 」(2007、1.23)● ミ ハ イ ル ・サ ー カ シ ビ リ ・グ ル

ジ ア 大 統 領 記 者 会 見 〔2007.3.9〕 ● 阿 南 惟 茂 前 駐 中

国 大 使 「『杜 会 主 義r「∫場 経 済 」の 光 と 影 」〔2007,3 .161

● ロ バ ー ト・ホ ワ イ テ ィ ン グ 米 ジ ャ ー ナ リ ス ト「1S

AMERICADESTRQYINGJAPAN'S

NATIONALPASTIME? .、〔2007.3.28}● ス ラ ユ ッ

ト・チ ュ ラ ノ ン ・タ イ 首 相 「日 タ イ 関 係 一 永 続 的 で 強

い 連 携 の 新 時 代 に 向 け て 」1和 ・英)(2007 .4,3〕

今 後 の 行 事 予 定(5/2現 在)

5.191.Dl4:0〔}～1513511()階 ホ ー ル1

試 写 会 「陸 にL・ 〕た 軍 艦 」

5.30〔 水}15:00-16;3〔1〔.】0階 ホ ー ル 〕

研 究 会 「文明 史 と して 見 た 科 学 報 道50年 」

村 ヒ陽 ・郎 国 際 基 督 教 大 学 教 授

5.31〔 木}15=00-・16:30`宴 会 場}

研 究 会 「中 国.6党 大 会 後 の 巾 国

佐 々 木智 弘 ア ジ ア 経 済 研 究 所 研 究 貝

行 事 案 内 専 用 電 話03-3503-3764

11時 の 変 更 な ど も含 め 、 最 新 の ク ラ ブ 行事 を テ ー プ で

お 知 らせ し て い ます

〔19)
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